
阿部　安成

　　　１
　本稿には、2019年１月時点で、国立療養所大島
青松園社会交流会館図書室（書庫をふくむ。以下、
社交館図書室、とする）で保管されている蔵書の
一部の目録を掲載する。同館図書室には、それぞ
れにかつての保管場所が異なる収蔵図書がある。
それらの旧蔵場所をおおまかにあげると、①文化
会館図書室（書庫をふくむ）、②12寮、③高松市
立庵治第二小学校、④全療協大島支部入所者自治
会事務所（以下、自治会事務所、とする）である。
　①わたしはこれまでに、国立療養所大島青松園

（以下、療養所名の表記から、国立療養所、を略す）
キリスト教霊交会の教会堂図書室にある蔵書の目
録をつくり、そののちに、療養所をめぐる「書史
論」を主題とした稿において、これから着手すべ
き仕事のひとつに文化会館図書室にある図書の総
点検と目録作成をあげた（1）。この図書室には、窓
と戸をのぞいた壁面のほぼすべてに木製の書棚が
備えつけられ、いくつかの項目に分類された図書
がならんでいた。その厖大な冊数に気おくれして
しまい、しかもさまざまな事情がかさなって、な
かなか目録づくりにとりかかれなかったところ、
ようやく2015年におおよその方針をさだめたうえ
で、蔵書の総点検を始めることができた（2）。それ
からは石居人也がおもに動いて目録づくりをすす
めている。いまのところ、書庫もふくむこの図書
室の蔵書のおおまかにではあれその全貌は、石居
ただひとりが把握している。彼は、大島以外の場
所でも蔵書の書誌情報をみるために、逐次刊行物
などをのぞいたほぼすべての蔵書の奥付などをデ
ジタルカメラで撮影した。彼こそがもっとも数多
くの文化会館蔵書１冊ずつに手をふれている。こ
の蔵書目録も、ちかぢかつくり終わる予定である。

（1）	 同目録は、阿部安成「国立療養所大島青松園キリスト教霊交会蔵書について―香川県大島の療養所を場とした知の蓄積と発信」（Working 
Paper Series No.107、滋賀大学経済学部、2009年３月）に掲載し、書史論は、阿部安成「島の書、書の園―国立療養所大島青松園をフィー
ルドとした書史論の試み（『国立ハンセン病資料館研究紀要』第２号、2011年３月）で展開した。

（2）	 「プロジェクト研究活動報告」（執筆は阿部。『滋賀大学環境総合研究センター研究年報』第13巻第１号、2016年）。

（3）	 前掲阿部安成「島の書、書の園」60ページ。

　②大島青松園の12寮には、瀬戸内国際芸術祭
2013（以下、アートセトウチ2013、とする）以降、
展示作品「北海道書庫」が設けられた。この書庫
におかれた図書（雑誌とそのほかをのぞく）の目
録を本稿に収載した。
　③2017年度末をもって高松市立庵治第二小学校
が休校となった。それにともない、同校にあった

「潮騒文庫」が2018年３月に自治会事務所に持ち
こまれた。この文庫には同校の生徒たちがつくっ
た木製の看板があり、その裏面に「森川重信氏寄
贈2001年10月吉日」と記されている。
　④自治会事務所にあった図書がすこしずつ社交
館図書室に搬入されている。
　現在、大島青松園社交館図書室で保管されてい
るさきにあげた４蔵書のなかから、②の目録をこ
こに掲載する。その蔵書を、「歌句詩文庫（仮称）」
という。

　　　２
　ここで、書史とはなにかをあらためて示してお
こう。わたしは史料という専門用語にかえてその
語を用いた――「書籍や書物という意味にくわえ
て、それらの歴史もあらわすという」この言葉を
梃子として、「療養所とそこに暮した療養者たち
の生への理解を少しでもまえに進め」ようとは
かったのだった（3）。ここには、過去を再現しよう
とするときに記録の内容や様式を証拠とするとい
うよりも、その記録が残ったり残らなかったりし
たり、いちどつくられた記録がそののちどのよう
に参照されたりされなかったりしてきたのかと
いった、過去を組みたてるときの手がかりとなる
記録が経てきた軌跡をふまえて、過去のようすが
歴史という連なりとなってかたちづくられてゆ

［論文］
書史を伝えること、書史から考えること

―国立療養所大島青松園で蔵書目録をつくる―
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く、その仕組みをとらえようとのねらいがあった。
残された記録には、かならず複数の人びとがかか
わったその痕も籠っている。記録はまた、ひとと
ひととがかかわりあう媒

なかだち

でもある。書史とは、過
去からいまへと継がれた、書き記された記録であ
り、また、その歴史をもあらわすとともに、それ
にかかわった人びとの交

か

わしぐあいの痕跡でもあ
るのだ。
　こうした過去のたどり方、歴史の書き方は、大
島でのフィールドワークをふまえて、わたしがわ
が身に課したひとつの構えであり、過去や歴史へ
のむきあい方はこれひとつにとどまらず、もっと
多様であってよい。たとえば、アートセトウチの
大島での「ディレクター」は、同人が担う「大島
での取り組み｛つながりの家｝構想」に「入所者
の皆さんの記憶・生活・文化をのこして伝える」
ことをおくとのべていた（4）。「ハンセン病を正しく
理解する講演会」において発信されたこうした発
言をふまえて、そののちのアートセトウチ2013で
は、「2007年から国立ハンセン病療養所「大島青
松園」に通い、入所者と交流を深めて大島の声、
記憶、文化を伝える｛つながりの家｝に取り組ん
できた」といい得る展示作品として「大島資料室
／北海道書庫」をつくったのだろうし、さらには、
アートセトウチ2013の公式図録といってよい書籍
の「総合ディレクターの話⑥／「大島の在り方を
考える会」が始まった」と題されたページで、「歴
史・記憶の展示をすること」をおこない、「島の
記憶を遺し伝えていこうという願いを受けるなら
ば、葬儀、盆供養をしっかりとやれる体制をつく
る、記憶・記録のための施設を用意する」という

「居住者の思いを掲げ、わたしたちが伴走する際
のスタンス」を表明できたのだろうし、「大島の
記憶・記録の整理と発信」などのための「施設、
プログラムの検討、準備にかからなければならな
い」との決意をも示せたのだろう（5）。大島青松園

（4）	 高橋伸行「〈高松テルサ・ハンセン病を正しく理解する講演会において〉「大島での取り組み｛つながりの家｝」」（『青松』通巻第658号、
2011年６月、10ページ）。『青松』は国立療養所大島青松園協和会（自治会）の機関誌。

（5）	 坂井基樹ほか編『瀬戸内国際芸術祭2013』（美術出版社、2014年、158、162ページ）。

（6）	 北川フラム「瀬戸内物語(70)大島青松園社会交流会館完成 隔離島から希望の地へ」（WEB版「四国新聞社／SHIKOKU NEWS」2016年11
月26日）。

（7）	 島田昌治「社会交流会館～完成記念式典について～」（『国立療養所大島青松園広報誌 大島 せいしょう君だより』第１号、2017年３月号、
４ページ）。

（8）	 前掲坂井基樹ほか編『瀬戸内国際芸術祭2013』（159ページ）。展示作品の写真も掲載。

社会交流会館管理棟の完成にさいして、アートセ
トウチ総合ディレクターは、「瀬戸内国際芸術祭
が始まる際のこと、入所者の合意を得て大島がそ
の舞台になることが決まった時、入所者の人たち
の気持ちを享（う）け、それに伴走しようと思い
ました。ここでの、隔離され差別された中での記
憶とその中でも前向きに生きようとした希望につ
いてです。そこでの作業は、／（１）記憶・記録
を遺（のこ）す作業、外部の人にその実態を知っ
てもらい、交流する作業＝これが社会交流会館の
実現と、その中身につながりました」とも社会の
公器に記していた（6）。
　ただし、2016年10月28日の時点での「完成」と
は「社会交流会館の管理部門」のみで、それは「多
目的ホール、休憩室、それに第二面会人宿泊所に
あった「カフェ・シヨル」」にすぎず、「記憶・記
録を遺」す場所となるはずの展示室も図書室も開
いてはいない（7）。「中身」はあったのか、それはな
にを指すのか。

　　　３
　では、「つながりの家」の「大島資料室／北海
道書庫」とはなにか。アートセトウチ2013の公式
図録によるとそれは、「「北海道」と呼ばれる島の
北側の地区にある一般寮の部屋を「大島資料室」
として公開した。〔中略―引用者による。以下同〕
入所者の蔵書を集めた「北海道書庫」も設けた。
入所者が出版した書籍や、詩集、随筆、小説など
も自由に閲覧することができた」とのこと（8）。こ
の書庫については、アートセトウチの公式ホーム
ページでは、「大島の歌人の間で受け継がれてき
た蔵書を収蔵した」との説明もあった（2018年８
月13日閲覧）。2013年にわたしが大島でこの展示
作品をみたとき、解説や説明がないことに驚き、
その不思議なようすを記録し、それが「アートプ
ロジェクトが歴史の伝承の何をどこまで担うべき
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か」を論点とした稿で参照された（9）。
　アートセトウチは大島において、「歴史」より
も「記憶」の語を多用し、ときにそれと「記録」
の語をならべたうえで、それらを残す、伝えると
くりかえし唱えてきたのである。だが実態はどう
か。アートセトウチ2013閉幕後も閲覧できる公式
図録に載る「つながりの家」の写真をみると、「大
島資料室」と名づけられた寮のなかに図書がなら
べられたり積みあげられたりしているようすがわ
かる。そうした図書が「北海道書庫」なのだろう
と想像がつくが、写真をみるかぎりでも展示室に
作品解題や作品解説のパネルもシートもみえず、
この「北海道書庫」をとおして、大島をめぐる「記
憶」や「記録」をどう残し、それらをとおしてな
にを伝えているのか、それがまるでわからないの
だ。
　アートセトウチの総合ディレクターは、「みな
さん、詩や句を詠むことがあって、図書室〔資料
室か書庫を指すか〕には、残された自費出版の本
が驚くほど多く、言葉に刻まれた苦難と覚悟のほ
どが伝わってきます」とこれまた社会の公器に記
した（10）。わずか２か所でもハンセン病をめぐる療
養所をまわり、そこにある図書室にゆけば、在園
者の著作が数多くあることはわかる。「驚く」とは、
療養所のようすを知らないか、療養者が「詩や句
を詠むこと」はまずないとの先入観があるからで
はないか。療養所を生きた彼ら彼女たちは、「苦難」
しかうたわなかったのか、なににむかうどういう
覚悟をどのような言葉と表現からうけとめたとい
うのか（11）。短歌１首、俳句１句を読まずとも、療
養所内でつくられた作品にたいして「言葉に刻ま
れた苦難と覚悟のほどが伝わってきます」と記す
ことはたやすく、多くの読者はそれを納得するだ
ろう。ハンセン病療養所をめぐる、ありふれた型
どおりの感慨が共有されるのである。「記憶」や「記
録」なるものをふまえたとの体

てい

をとって。

（9）	 阿部安成「海きて、しま見て、島知って―療養所の島を会場とする瀬戸内国際芸術祭2013観察記録」（Working Paper Series No.189、
滋賀大学経済学部、2013年５月）と宮本結佳「負の歴史的遺産における生活実践の伝承可能性―ハンセン病療養所におけるアートプロジェ
クトを事例として」（『環境社会学研究』第21号、2015年、脚注25）。

（10）	 北川フラム「瀬戸内物語(26)大島を歩く 「寄り添う」初心を再確認」（WEB版「四国新聞社／SHIKOKU NEWS」2013年３月30日）。

（11）	 ではたとえば「ついたての白布のかげに牡丹の花朱にひそまる内科室の午後」の１首をどうよむのか（村井紀編『明石海人歌集』岩波書店、
2012年、28ページ）。

　　　４
　大島青松園の12寮にあった図書はなにか。蔵書
目録をつくるときは、当然のこと、１冊ずつその
すべてを手にとり、開き、奥付などのページをみ
る。通読するわけではないからその内容を充分に
つかみはしないが、それがなにであるかはしっか
りとつかめるように努める。わたしと石居のこの
蔵書目録づくりでは、図書に挟み込まれたものも
１点ずつ確認し、仮の処置として、それらを中性
紙封筒に入れ、それがたりなくなったところで、
コピー用紙を二つ折にしてそこに挟み、元あった
図書の書名を鉛筆で書き入れた。図書室の作業で
は、容易には消せないインクを使わないことは常
識といってよい。また、図書の表紙見返しなどに
著者が記した献辞なども、ひとつずつ目録の備考
欄に入力した。ただし本稿掲載の目録では、紙幅
のつごうにより、備考欄も挟み込み欄も削除せざ
るを得なかった。
　12寮にあった図書は、「自費出版の本」ばかり
ではない――と、指摘するまえに、さきにみた新
聞連載記事にいう「自費出版」とはなにを指して
いるのかと問おう。出版社から刊行された図書で
も、その費用が自弁であればそれは自費出版であ
る。出版費用が自己負担だったかどうか、なぜわ
かるのか。おそらくは、私家版とか自家版とかい
いたかったのだろう。さらにいえば、12寮には大
島青松園在園者の著書よりも、島外在住者のそれ
のほうがはるかに多いのだ。12寮にあった蔵書を、
大島青松園在住者が自費で出版した図書としてし
まうと、それは蔵書の全貌を見誤ってしまうこと
となる。この蔵書には、大島青松園在住者に宛て
て寄贈された図書もある。それらには、謹呈の短
冊、送り状、書簡が挟み込まれたままとなってい
たり、献辞が記されたりしていることがある。
　そうした寄贈の跡をみると、送り先は、蓮井三
佐男、吉田美枝子、桂自然坊、島田しげる＝茂、
笠居誠一、山田静考、斉木創、沢田清宛てとわか
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る。蔵書のなかには、蓮井の著書『句集 一処不動』
（讃文社制作、1984年）、吉田の『歌文集 花なり
人も』（讃文社制作、1989年）、桂の『句集 寒林』

（讃文社制作、1988年）、島田の『美しき非情』（島
田しげる、1975年）と『仮面のつぶやき』（讃文社、
1991年。著者名は島一休止）、笠居の『義肢 水甕
社叢書第百六十八篇』（笠居誠一、1965年）、山田
の『句集 島の土』（藤原棋人、1969年）、斉木の『斎
木創歌集 かりん叢書一〇一篇』（角川書店、1997
年）などがあり、文芸創作活動をとおして、「ら

4

い
4

予防法」が現行法として機能していたときに、
ひととひととの交流があり、そのあいだを図書と
いう造

も

物
の

が往き交っていたようすをおもいうかべ
ることができる。
　ところで、「歌人」とはなにをするひとか。俳
句を詠むひとをそう呼ぶか、それは俳人か。なか
には句集も詩集もあり、俳人宛ての寄贈書もある
この蔵書を「大島の歌人の間で受け継がれてきた」
と説いてしまっては、それは正確な説明とはいえ
ないはずだ。

　　　５
　瀬戸内海の島に北海道――といわれれば、それ
はひとの耳目をあつめるだろう。大島の「北海道」
とはなにを指すか。さきにみたとおり、「「北海道」
と呼ばれる島の北側の地区にある一般寮の部屋を

「大島資料室」として公開した」というとき、「北
海道」とは「島の北側の地区」を指すわけだ。こ
れでよいか。
　より正確にいえば、大島の「北海道」とは、当
初は、島の北側にあった「女

〔マ　マ〕

療舎地帯」を呼ぶ「園
内特殊語」で、しかも、その「女療舎地区」と「男
療舎地区」とのあいだには両地区を隔てる山の「尾
根」がせりだし、そこには「監視所」まであった
という（12）。そしてどうも、海岸にむかってかつて
あったその尾根を削って寮舎を造成し、やがてそ
こにいまもある12寮が建てられたようなのだ（13）。
もちろん、女療舎がなくなってからは、たんに島

（12）	『閉ざされた島の昭和史―国立療養所大島青松園入園者自治会五十年史』（大島青松園入園者自治会（協和会）、1981年、214ページ）とそ
の典拠である、斉木創「俗説による園内特殊語―風雪50年の一考証」（『青松』通巻第151号、1959年11月、86ページ）。また、あさの・
しげる「諸般事始」（同前、67ページ）、芥今代「島にきて六十年」（『青松』通巻第339号、1978年６月、21ページ）、宮内ツルエほか「祝
開園四十周年座談会―在園四十年者に訊く」（『青松』６月号別冊、1949年６月、３ページ）を参照。

（13）	『救療事業調査書』（済生会、1912年）、『大正十四年統計年報』（大島療養所）、『大正十五年昭和元年統計年報』（同前）、『昭和二年統計年報』
（同前）、『昭和三年統計年報』（同前）に折り込まれた「大島療養所配置図」を参照。

の北部を「北海道」と呼ぶようになった可能性が
あるものの、厳密にいえば、いまある12寮のあた
りは、そう呼ばれるようになった当初の「北海道」
ではなかったとみてよい。
　しかも、2018年８月29日開催の大島青松園社会
交流会館準備委員会に出席した在園者に確認した
ところ、この蔵書の大元は、松浦（篤男）さんが
自分の住まいの35寮であずかっていた、在園者に
よって自費出版された図書で、新センター建設の
ためにその寮が取り壊しとなるところで、それら
を12寮に移したのだ――というと、12寮は「歌人」
たちの活動の場でも、彼ら彼女たちの意思で自分
たちの蔵書の置き場所としたのでもなかったこと
となる。歌人にとどまらず俳人や詩人たちの著書
と彼ら彼女たちの交流を知る手がかりとなる図書
のまとまりがあり、しかし、それらの厖大な冊数
の図書と、短歌、俳句、詩などの文芸創作活動や
それをささえる日々の生活がつながる場として12
寮があったわけではなく、そこはたんなる物置に
すぎず、しかも、そこが当初から「北海道」と呼
ばれていた確証もないのである。
　「北海道書庫」とは、大島で暮らし、大島を生
きたかつての人びとの営為をあらわす術語ではな
く、それは、アートセトウチ2013にあわせて、アー
トセトウチ2013運営のために、アートセトウチ
2013がみずから創りだしたいわば商標なのであ
る。商標はついたが、しかし、登録されたその書
庫にはいったいどういった図書があるのか、その
総数は何冊なのか、そうした情報をアートセトウ
チはまったく提供してこなかった。
　総体が不明なまま「北海道書庫」の蔵書が社交
館図書室に移管されるにあたって、その名称を「歌
句詩文庫」とする案を2018年10月25日開催の大島
青松園社会交流会館準備委員会にわたしが示した
ところ、疑義も異議もまったく示されなかった。
本稿掲載の蔵書目録にあらわれているとおり、こ
の文庫には、歌集、句集、詩集以外の図書もたく
さんある。物置としての12寮にどのように図書が
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おかれていったのか、もはやそれをたどることは
できない。そうしたところで、わたしは、この蔵
書のひとつの特徴が、歌人、俳人、詩人の営為に
そった貯まりぐあいにあると指摘してよいと判断
したので、「歌句詩文庫」と名づけることとした。
　ただし、同委員会には、異議がないから同意さ
れたとはならないようすがあるとわたしは感じて
いるので、蔵書の名称もまた未確定としておいた
ほうがよいのかもしれず、ここでは「歌句詩文庫

（仮称）」とすることとした。
　アートセトウチ2013から５年を経てようやく、
蔵書１冊１冊の書誌情報が一覧できる目録がつく
られたのである。

　　　６
　本稿掲載の目録はしかし、紙幅のつごうで抄録
版にとどめることとした。わたしと石居との協議
によりさだめた項目のなかでも、とくに蔵書印、
備考（書き込みなど）、挟み込みの欄に入力され
た情報は、かつての在園者の生の痕跡とでもいう
べき標であり、「歌句詩文庫（仮称）」をとおして
在園者のようすを知るときの手がかりとして活用
できる。
　療養所内にある蔵書の目録がつくられた例は少
ない。たとえば、「国立ハンセン病資料館蔵書検
索システム」と「長島愛生園編集「らい文献目録
社会編」（昭和32年刊）同園所蔵文献検索システム」
は、国立ハンセン病資料館ホームページをとおし
て利用ができ、使い勝手がよい（14）。ただしそうし
た検索システムをとおして開示される情報に、蔵
書印や書き込みや挟み込まれた書簡などの項目は
なく、それが書誌を構成する不可欠の情報として
とらえられてはいないようすがあらわれている。
療養所内の蔵書をめぐってそうした項目をたてた
目録はおそらく、わたしがつくった大島青松園キ
リスト教霊交会蔵書のそれが初めての試みであろ
う。
　「歌句詩文庫（仮称）」の１冊に、『賛美歌』が
ある（目録番号263）。その扉に「原田先生／昭和

（14）	 後者については「「らい文献目録社会編」資料の公開にあたって」と題された文章があり、この文献の概要を知ることができるが、前者につ
いてはそうしたいわば解題がなく、ただし、冊子体の国立ハンセン病資料館企画編集『ハンセン病図書館旧蔵書目録』（日本科学技術振興財団、
2010年）や山下道輔著、柴田隆行編『ハンセン病図書館―歴史遺産を後世に』（社会評論社、2011年）がある。

二十四年二月二十日洗礼／沢田清」（日付の箇所
に抹消線があり正確な判読は困難）、同書の表紙
見返しには「受洗昭和二十四年二月二十三日」と
の書き込みがみえる。おなじく『金大中獄中書簡』

（目録番号651）には、表紙見返しに印影「香川県
木田郡庵治町六〇三四の一／沢田清」の押印があ
り、『赤い実 金蒼生作品集』（同175）には沢田宛
ての葉書が挟まれていた。この文庫に沢田の著書
はないが、彼がたしかに手にした図書がある。も
う１冊あげると、『東京のコリアン・タウン枝川
物語』（同204）には、在日韓国・朝鮮ハンセン病
患者同盟委員長金奉玉から大島支部長沢田清宛て
の書簡が挟まっていた。
　『青松』誌上で連載された「聞き書き・それぞ
れの自分史」第20回に、沢田清が登場した（「長
い道程（その一）」通巻第525号、1997年２月、「長
い道程（その二）」通巻第526号、1997年４月）。「兄
貴とわしと２人が、強制連行みたいな形で日本に
来たのは昭和15年」と語りだした彼はかつて、釜
山から小樽に渡った。同誌には、李相沢の名で「私
の里帰り」と題された稿も載っていた（通巻第
454号、1990年１月）。太田昭生による写真集『魂
の島・大島―「らい予防法」廃止後の今』（発行
者記載なし、2000年、28ページ）に「沢田清（イ・
シャンテジュン）（78歳）韓国テーグ生まれ／昭
和15年 徴用され北海道の炭鉱へ。その後、大阪
の鉄工所で働く」と紹介された彼の肖像写真が載
る。
　大島で暮らした在日外国人がいくにんいたか、
その人数をわたしは把握していないし、それを報
せる統計もみていない。これまでまるで知られて
いなかった在日韓国・朝鮮ハンセン病患者同盟大
島支部があったということを、この文庫の１冊の
図書が伝えていた。
　この文庫に著書がある、吉田美枝子、島田茂、
今井種夫（萩原澄）、林みち子はその目がうまく
機能せず、大島青松園盲人会に入会していた。同
会会員の著書がこの文庫にあったことも、もとも
とこれらの図書をもっていた松浦篤男（徳男）が
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同会の世話係を担っていたと知ると合点がゆ
く（15）。
　「歌句詩文庫（仮称）」の図書は、おそらく松浦
などいくにんかの在園者を軸として、短歌、俳句、
詩、随筆などの創作をめぐって結ばれた園内外の
交わりをあらわすその痕であり、図書があらわす
交わりは、出身地を異にするひと、からだのなに
かしの機能がうまくはたらなかい人びとにもおよ
んでいた（16）。

　　　７
　目録を作成するにあたって、書誌情報について
は、かつてわたしが作成した大島青松園キリスト
教霊交会蔵書目録に掲載した項目をふまえ、また、
同園文化会館旧蔵図書の目録をつくりつつある石
居と協議のうえ、その掲載項目について決めた。
ハンセン病をめぐる療養所でのフィールドワーク
をとおしてわたしは、「書史には、その周囲で生
きた人びとの生が記録されている。そのなかの活
字にというよりもここでは、その物

モノ

としての往来、
保管と廃棄、そこに書き込まれた文字や傍線、そ
こに押された蔵書印が、療養所に生きた人びとの
生をあらわすとの見方をしている」と書き（17）、ま
た、「書史論のひとつの特徴は、手書きの原稿な
どもふくめた書を、そこに記された内容だけを扱
うのではなく、むしろ、書を造

も の

物としてみて、そ
れがどのようにつくられ流通するなかで、そこに
だれがかかわり、その当事者は療養所内でなにを
していた、どのような人物だったのかを問うとこ
ろにある」と議論と思索の展望を示し（18）、石居は
2019年１月７日作成の文書「入力要領（20190107）
補足説明」に「書籍を史料として扱うこと」と記
していた。
　こうした方針による書誌情報はその項目数が多
くなった。石居が基本設計をした項目をあげると、

（15）	 大島青松園盲人会の機関誌『灯台』の通巻第144号（2010年８月）が「特集・松浦徳男追悼」として編まれた。

（16）	 2018年８月29日の大島青松園社会交流会館展示準備委員会で同館の理念や目的をうたった文章が承認された原案阿部作成）。そこにある「す
べてのひとの人権が尊重されるよう願い、「社会」との交流の場所を設ける」の文言の「すべてのひと」には「少数者」をふくむとの意図を
籠めたものの「少数者」の語に落ち着きの悪さを感じていた。史料に「第三国人」と記された人びと、「盲人会」と名づけられた会に集う人
びとをどう呼ぶか。ここでは詳述しないが、数のうえで少なく、また自分が抱えている困苦からわが身を解放するには他者の手や眼などを必
要とするひとたちを、ひととひとを媒介するもの、簡潔には、つなぎ手と呼ぼうとおもう。

（17）	 前掲阿部安成「島の書、書の園」70ページ。

（18）	 阿部安成『島の野帖から―ハンセン病をめぐる療養所がある島でのフィールドワークから歴史を縁どる試み』（滋賀大学経済学部研究叢書第
51号、滋賀大学経済学部、2018年、91ページ。初出、『青松』通巻第658号、2011年６月）。

表題、表題よみ、編著者、編著者よみ、発行所、
発行者／発行人、印刷所、印刷者／印刷人、発行
関連情報（製本、製函、売捌所、発売所など）、
発行地、初版年月日、当該版年月日、刷、数量、
受入年月日、蔵書印、ラベル、備考（書き込みな
ど）、挟み込み、の19におよんだ。これらの項目
の情報は書籍の奥付から採録した。そこに、所番
地が記されているばあいはそれも目録に記載した
ため、文字数がとても多くなった項目もでてきた。
膨れあがった紙幅をそのまま本紀要に載せるには
無理があり、本稿では紙幅のつごうにより、表題、
編著者、発行所、初版年月日、当該版年月日、刷、
数量のみの抄録とし、19項目すべてを記載した目
録は、滋賀大学経済学部発行のWorking Paper 
Seriesとして公開する予定である。

　　　８
　表題欄には、図書の書名、副題、シリーズ名、
新書や文庫の名称、巻号数などを記載した。書名
と副題のあいだには全角スペースを入れ、それ以
外の名称は改行してあらわした。
　編著者欄には、著者は氏名のみ、編者は氏名の
あとに「編」、編者兼発行者のばあいは、その役
割のあとに全角スペースを入れて氏名を記載し
た。
　発行所欄には、奥付に発行または発行所と記さ
れた名称（発行人はのぞく）を記載した。
　初版年月日と当該版年月日の欄には、奥付には
それが漢数字やピリオドで記されていても、アラ
ビア数字と漢字に統一して記載した。
　数量欄には、2018年12月時点で、図書室開架に
配架されている数をアラビア数字のみであらわ
し、書庫内閉架となっている図書のうち「瀬戸内
国際芸術12寮展示／旧「北海道文

〔マ　マ〕

庫」／から社会
交流会館へ移設（燻蒸・クリーニング済）⇒内、
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複数あるものは、１部を開架図書とし、残部は書
庫へ」と印字された貼紙のした２段にある分の数
に（　）をつけ、「瀬戸内国際芸術祭12寮／押入
にあった自費出版物在庫／旧「北海道文

〔マ　マ〕

庫」／（未
燻蒸・クリーニング済）」との貼紙がある棚にあ
る分の数に【　】をつけてあらわした。
　書誌情報の記載にさいして、旧漢字は新漢字に
なおし、俗字や別字と旧かなつかいはそのままと
した。ただし、人名についてのみ旧漢字をそのま
ま記載した。奥付以外から採録した情報には［　］
をつけて、推定であることをあらわした。
　こうした書誌情報を、編著者名のあいうえお順
にならべ、同一編著者の書籍が複数あるばあいは、
書名の同順にならべた。歌集、句集などの分類は
せず、図書、雑誌、そのほか、に分けたのみ。編
著者名と書名の読み方は、個々の書籍に記載され
たそれか、記載がないばあいは国立国会図書館な
どのデータベースを用いて採録した。
　目録は、Microsoft Excelに入力してつくった。
その作業を、大島以外の場所で、わたしではない
ひとでもできるように、2018年10月20日から24日
までの５日間で、対象とする開架分図書の奥付を
すべてデジタルカメラで撮影するとともに、まず
32点の図書についてさきの19項目すべての書誌情
報と、それ以降は、表題、表題よみ、受入年月日、
蔵書印、ラベル、備考（書き込みなど）、挟み込み、
についてのみを、阿部が入力した。ついで、10月
26日に阿部の勤務校での研究サポートを活用し
て、滋賀大学経済経営研究所スタッフがそのほか
の図書の書誌情報を入力し始め、それが12月18日
に終了した。さらに、社交館図書室書庫に別置さ
れていた図書や雑誌やそのほかを12月27日に撮影
し（一部未撮影）、そののち2019年１月３日まで
に阿部による図書全点の書誌情報入力確認を、１
月17日には雑誌全点の書誌情報の入力と確認を終
えた。３か月あまりの作業日数で、わたしたちは

「歌句詩文庫（仮称）」の図書と雑誌の目録をつくっ
た。
　ただし、「瀬戸芸12寮／旧「北海道書庫」／押

（19）	 前掲山下道輔『ハンセン病図書館』74ページ（初出は前掲国立ハンセン病資料館企画編集『ハンセン病図書館旧蔵書目録』）。

（20）	 前掲山下道輔『ハンセン病図書館』150ページ（初出は2008年３月９日付でハンセン病図書館友の会が公開した文書「ハンセン病図書館閉
鎖に際し図書資料の完全保存を訴える」）。

入の中に、自費出版物の在庫やゴミと一緒にしま
われていたもの。（雑多なものにつき残していま
す）／※二酸化炭素燻蒸済」」と記された貼紙の
ある箱に入っているそのほかについての一覧は、
2019年１月18日に作成を終えた。

　　　９
　図書（books）というよりも、ここでは１冊ず
つの本（a book）が、といおう――本という造

も

物
の

が療養所をめぐる人びとの交わりをあらわす。こ
れは、図書館学の知ともアートセトウチの展示と
も異なる、わたしたちのフィールドワークが得た
論点である。「歌句詩文庫（仮称）」は、療養所に
暮らす歌人、俳人、詩人たちがみずからの創作に
あわせて集い、療養所の外の同人とも短歌や俳句
や詩などを交わして結びあい、そうして療養所を
生きたその痕跡としてある。図書をならべた、図
書館のデータベースもアートの品揃えも、そうし
た知見を示すことはない。多磨全生園でハンセン
病図書館を担った山下道輔がのべた、「私たちも
昔のことは想像しながらでないとわからない。〔中
略〕見えないものを想像する。そのための資料で
はないか。／実物も図書も全部資料。一つ一つに
思い出がある。資料を残すというのは、事実も成
果も全部丸ごと残せということ。そうしないと当
時の様子が浮かんでこない」の言を（19）、長島愛生
園愛生編集部で仕事をした双見美智子による「入
所者でなければ価値を見出さない紙くず」との指
摘が（20）、いまや、療養所在住者自身によって「実
物も図書も」その価値を伝承しづらくなっている
このときに引き受けようとするならば、目録とい
ういわば財産台帳をしっかりとつくることが、療
養所に暮らし療養所を生きた人びとの営みをつか
み、それを伝えてゆくときに必要な作業なのだと
わたしはおもう。
　2018年12月27日に、大島青松園園長と同園協和
会（自治会）正副会長と石居、阿部の４名による
協議で、このさき、わたしたち石居と阿部が文化
会館図書室（書庫をふくむ）旧蔵図書、自治会倉
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庫史料（21）、などの整理をつづけることが認められ
た。国立療養所13園で開設されつつある社会交流
会館などの名称がついた園内施設には、「歴史資
料館」の機能をもつところがある（22）。大島青松園
の社交館もその機能を適切かつ充分に果たすため
に、保存と公開と活用の準則を明確にするととも
に、そうした議論の経緯も公開する必要がある。

（21）	 この自治会倉庫史料の整理は2012年に石居、西浦直子、松岡弘之、阿部の４名で始め、作業成果としての目録を、阿部、石居「香川県大島
の療養所に展開した自治の痕跡―療養所空間における〈生環境〉をめぐる実証研究」（『滋賀大学環境総合研究センター研究年報』第10巻第
１号、2013年）、阿部、松岡「逐次刊行物があらわす療養者の生―療養所空間における〈生環境〉をめぐる実証研究」（同前第11巻第１号、
2014年）に掲載した。

（22）	 阿部安成「展示の刹―ハンセン病をめぐる国立療養所園内施設の現在」（『彦根論叢』第416号、2018年５月）を参照。
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版
年

月
日

刷
数

量
1

ア
ジ

ア
の

交
差

点
　

在
日

外
国

人
と

地
域

社
会

編
著

者
　

会
沢

勲
東

京
都

文
京

区
本

郷
2－

3－
10

　
社

会
評

論
社

19
95

年
1月

31
日

―
―

1
2

ア
ー

ロ
ン

収
容

所
　

中
公

新
書

3
会

田
雄

次
東

京
都

中
央

区
京

橋
2－

1　
中

央
公

論
社

19
62

年
11

月
15

日
19

69
年

7月
30

日
35

版
1

3
ア

ー
ロ

ン
収

容
所

再
訪

会
田

雄
次

東
京

都
千

代
田

区
紀

尾
井

町
三

番
地

　
文

芸
春

秋
19

75
年

6月
15

日
―

―
1

4
日

本
人

の
忘

れ
も

の
会

田
雄

次
京

都
市

南
区

西
九

条
北

ノ
内

町
十

一
番

地
　

P
H

P
研

究
所

19
72

年
2月

15
日

19
72

年
6月

1日
第

八
版

1
5

私
の

人
間

学
青

木
啓

東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
7－

15
－

17
　

川
島

書
店

19
73

年
1月

10
日

―
―

1
6

青
木

恵
哉

遺
句

集
　

一
葉

［
青

木
恵

哉
］

青
木

恵
哉

頌
徳

碑
建

立
期

成
会

[1
97

1年
11

月
10

日
]

―
―

1
7

句
集

　
彼

岸
青

木
湖

舟
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

六
〇

三
四

の
一

　
火

星
俳

句
会

19
85

年
10

月
1日

―
―

1（
9）【

16
】

8
科

学
時

代
の

哲
学

1　
論

理
・

科
学

・
哲

学
碧

海
純

一
・

石
本

新
・

大
森

荘
蔵

・
沢

田
允

茂
・

吉
田

夏
彦

東
京

都
千

代
田

区
九

段
4丁

目
5　

培
風

館
19

64
年

10
月

30
日

―
―

1
9

歌
集

　
草

に
立

つ
風

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
赤

沢
正

美
―

19
87

年
10

月
10

日
―

―
1（

1）
10

投
影

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
赤

沢
正

美
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

大
島

青
松

園
　

青
松

歌
人

会
19

74
年

1月
30

日
―

―
1

11
暗

い
波

濤
　

上
巻

阿
川

弘
之

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

74
年

3月
15

日
―

―
1

12
暗

い
波

濤
　

下
巻

阿
川

弘
之

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

74
年

3月
25

日
―

―
1

13
俳

句
入

門
秋

元
不

死
男

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

55
年

1月
20

日
19

57
年

6月
10

日
五

版
1

14
歌

集
　

樹
瘤

　
砂

金
叢

書
第

六
四

篇
朝

滋
夫

玉
川

書
房

19
81

年
11

月
1日

―
―

1（
3）

15
歌

集
　

生
の

構
図

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
朝

滋
夫

―
19

92
年

10
月

1日
―

―
1（

1）
16

新
聞

語
辞

典
朝

日
新

聞
社

編
東

京
都

丸
の

内
　

大
阪

市
中

之
島

　
小

倉
市

砂
津

　
朝

日
新

聞
社

19
50

年
10

月
15

日
19

51
年

2月
25

日
九

版
1

17
歌

集
　

日
本

く
つ

下
事

情
　

か
り

ん
百

番
36

東
京

都
豊

島
区

北
大

塚
三

－
二

〇
－

一
二

　
梓

川
守

夫
（

渡
辺

守
男

）
東

京
都

世
田

谷
区

梅
丘

一
－

二
四

－
二

　
七

月
堂

19
91

年
9月

29
日

―
―

1
18

電
気

物
理

講
義

安
宅

彦
三

郎
京

都
市

中
京

区
新

町
通

リ
仏

光
寺

上
ル

　
電

気
書

院
19

48
年

10
月

10
日

19
55

年
5月

5日
二

版
1

19
人

生
の

一
日

阿
部

昭
東

京
都

中
央

区
京

橋
二

－
一

　
中

央
公

論
社

19
76

年
7月

25
日

―
―

1
20

歌
集

　
一

輪
に

ほ
ふ

愛
媛

県
西

条
市

大
町

西
町

　
阿

部
敏

子
―

19
93

年
5月

1日
―

―
1

21
ド

ス
ト

エ
ー

フ
ス

キ
イ

の
世

界
　

Ka
wa

de
 P

ap
er

ba
ck

s7
1

編
著

者
　

荒
正

人
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
3の

8　
河

出
書

房
新

社
19

63
年

11
月

30
日

―
―

1

22
大

眉
美

津
子

句
歌

集
　

笹
鳴

き
た

ま
も

園
園

長
　

荒
井

忠
良

編
香

川
県

高
松

市
田

村
町

七
九

七
香

川
県

身
体

障
害

者
療

護
施

設
　

た
ま

も
園

19
86

年
8月

―
―

1（
1）

23
句

集
　

道
新

居
豊

子
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
一

ノ
十

二
ノ

十
四

　
富

士
見

書
房

19
89

年
10

月
25

日
―

―
1

24
貴

三
郎

一
代

有
馬

頼
義

東
京

都
中

央
区

銀
座

西
八

ノ
四

　
文

芸
春

秋
新

社
19

64
年

12
月

20
日

―
―

1

25
著

莪
浄

土
　

小
熊

座
叢

書
第

十
三

篇
　

俊
英

俳
句

選
集

Ⅳ
安

藤
幸

子
東

京
都

中
央

区
銀

座
六

－
七

－
十

六
　

第
一

岩
月

ビ
ル

　
東

京
四

季
出

版
19

92
年

1月
20

日
―

―
1

26
鳳

仙
花

の
う

た
　

李
正

子
歌

集
上

野
市

緑
ケ

丘
中

町
一

二
六

二
－

四
　

李
正

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
一

－
五

五
　

武
富

ビ
ル

　
雁

書
館

19
84

年
9月

15
日

19
84

年
10

月
15

日
初

版
第

二
刷

1
27

理
性

の
運

命
　

中
公

新
書

42
8

生
松

敬
三

・
木

田
元

東
京

都
中

央
区

京
橋

2－
1　

中
央

公
論

社
19

76
年

4月
25

日
―

―
1

28
歌

集
　

北
駅

富
山

県
下

新
川

郡
朝

日
町

大
家

庄
九

六
四

　
井

口
知

行
東

京
都

大
田

区
東

嶺
町

三
四

番
一

〇
号

　
白

玉
書

房
19

71
年

8月
5日

―
―

1
29

歌
集

　
北

駅
以

後
富

山
県

下
新

川
郡

朝
日

町
大

家
庄

二
四

一
　

井
口

知
行

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
二

丁
目

二
十

二
番

一
号

　
石

川
書

房
19

89
年

3月
29

日
―

―
1

30
榠

樝
　

玉
藻

俳
句

叢
書

石
昌

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

司
町

二
－

七
　

東
京

美
術

19
81

年
12

月
30

日
―

―
1

31
不

安
の

倫
理

石
川

達
三

東
京

都
文

京
区

音
羽

3ノ
19

　
大

日
本

雄
弁

会
講

談
社

19
55

年
7月

15
日

19
55

年
8月

20
日

第
3刷

1
32

石
川

啄
木

全
集

　
第

一
巻

　
改

造
社

版
復

刻
石

川
一

東
京

都
新

宿
区

西
大

久
保

一
の

四
三

三
　

ノ
ー

ベ
ル

書
房

19
78

年
1月

18
日

―
―

1
33

石
川

啄
木

全
集

　
第

二
巻

　
改

造
社

版
復

刻
石

川
一

東
京

都
新

宿
区

西
大

久
保

一
の

四
三

三
　

ノ
ー

ベ
ル

書
房

19
78

年
1月

18
日

―
―

1
34

石
川

啄
木

全
集

　
第

三
巻

　
改

造
社

版
復

刻
石

川
一

東
京

都
新

宿
区

西
大

久
保

一
の

四
三

三
　

ノ
ー

ベ
ル

書
房

19
78

年
1月

18
日

―
―

1
35

石
川

啄
木

全
集

　
第

四
巻

　
改

造
社

版
復

刻
石

川
一

東
京

都
新

宿
区

西
大

久
保

一
の

四
三

三
　

ノ
ー

ベ
ル

書
房

19
78

年
1月

18
日

―
―

1
36

石
川

啄
木

全
集

　
第

五
巻

　
改

造
社

版
復

刻
石

川
一

東
京

都
新

宿
区

西
大

久
保

一
の

四
三

三
　

ノ
ー

ベ
ル

書
房

19
78

年
1月

18
日

―
―

1
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番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

37
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
⑪

　
微

分
方

程
式

石
原

繁
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
66

年
6月

1日
19

66
年

7月
15

日
初

版
第

3刷
1

38
句

集
　

秘
花

抄
井

戸
昌

子
名

古
屋

市
東

区
徳

川
町

二
一

一
八

　
環

礁
俳

句
会

19
88

年
11

月
1日

―
―

1
39

連
合

艦
隊

の
最

後
　

ポ
ケ

ッ
ト

文
春

57
1

伊
藤

正
徳

東
京

都
千

代
田

区
紀

尾
井

町
3　

文
芸

春
秋

19
68

年
6月

30
日

―
―

1
40

歌
集

　
野

の
草

　
明

日
香

叢
書

第
12

1篇
井

藤
道

子
鹿

児
島

県
鹿

屋
市

寿
1－

11
－

4　
野

の
花

通
信

社
19

94
年

5月
5日

―
―

1
41

伊
藤

麟
歌

集
　

蛍
ま

つ
り

横
浜

市
緑

区
三

保
町

宮
根

団
地

六
－

六
二

四
　

古
川

方
　

伊
藤

麟
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

一
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
80

年
5月

1日
―

―
　

1
42

或
る

女
の

横
顔

小
平

市
小

川
町

一
－

八
六

五
－

二
四

　
稲

田
定

雄
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
一

－
五

五
　

武
富

ビ
ル

　
雁

書
館

19
81

年
12

月
25

日
―

―
1

43
妻

の
体

温
稲

田
定

雄
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
一

－
五

五
　

武
富

ビ
ル

　
雁

書
館

19
81

年
12

月
15

日
―

―
1

44
歌

集
　

傘
寿

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
井

上
真

佐
夫

―
19

91
年

11
月

1日
―

―
1【

1】
45

北
の

海
井

上
靖

東
京

都
中

央
区

京
橋

二
ノ

一
　

中
央

公
論

社
19

75
年

11
月

20
日

19
76

年
5月

15
日

十
版

1

46
数

式
を

使
わ

な
い

物
理

学
入

門
　

ア
イ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

以
後

の
自

然
探

検
山

梨
県

甲
府

市
塩

部
町

県
営

住
宅

2－
24

　
猪

木
正

文
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3　
光

文
社

19
63

年
5月

20
日

19
63

年
7月

10
日

20
版

1

47
国

を
守

る
猪

木
正

道
東

京
都

中
央

区
銀

座
一

の
三

の
九

　
実

業
之

日
本

社
19

72
年

11
月

10
日

19
72

年
12

月
15

日
四

版
1

48
徒

然
草

　
改

訂
　

角
川

文
庫

訳
註

者
　

今
泉

忠
義

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

二
ノ

十
三

　
角

川
書

店
19

52
年

1月
15

日
19

72
年

8月
30

日
改

訂
二

十
九

版
1

49
正

岡
子

規
　

伊
籘

左
千

夫
　

長
塚

節
　

短
歌

選
釈

今
川

晃
二

 
編

輯
兼

発
行

者
　

東
京

市
神

田
区

今
川

小
路

一
ノ

四
　

福
岡

益
雄

東
京

市
神

田
区

今
川

小
路

一
丁

目
四

番
地

　
金

星
堂

19
33

年
11

月
18

日
―

―
1

50
私

記
・

一
軍

人
六

十
年

の
哀

歓
今

村
均

東
京

都
千

代
田

区
神

田
須

田
町

1－
28

　
芙

蓉
書

房
19

70
年

5月
15

日
―

―
1

51
う

た
か

た
岩

田
信

子
／

編
集

兼
発

行
人

　
岩

田
実

太
郎

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
六

〇
三

四
ノ

一
　

大
島

青
松

園
19

49
年

6月
25

日
―

―
1

52
う

た
か

た
岩

田
信

子
／

編
集

兼
発

行
人

　
岩

田
実

太
郎

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
　

大
島

青
松

園
19

49
年

6月
25

日
19

50
年

12
月

1日
―

1

53
岩

田
三

和
句

集
　

日
本

現
代

川
柳

叢
書

第
27

集
岩

田
三

和
東

京
都

文
京

区
本

郷
1－

32
－

10
ス

カ
イ

コ
－

ト
後

楽
園

10
5　

詩
歌

文
学

刊
行

会
19

92
年

3月
20

日
―

―
1

54
天

狼
俳

句
会

香
川

支
部

会
員

句
集

　
青

嶺
責

任
者

　
斎

部
薫

風
香

川
県

仲
多

度
郡

満
濃

町
吉

野
　

天
狼

俳
句

会
香

川
支

部
19

77
年

8月
1日

―
―

1（
2）

55
う

ず
み

火
植

田
多

喜
子

東
京

都
新

宿
区

大
京

町
一

五
　

仙
石

出
版

社
19

72
年

3月
25

日
19

72
年

4月
25

日
第

五
版

1
56

句
集

　
椰

子
の

実
浮

田
胤

子
―

19
85

年
1月

31
日

―
―

1
57

上
下

　
運

河
叢

書
第

一
篇

右
城

暮
石

奈
良

市
三

碓
町

七
五

一
の

二
　

運
河

俳
句

会
19

70
年

―
―

1

58
内

島
隅

一
全

歌
集

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

30
9篇

内
島

隅
一

 
編

者
　

横
浜

市
緑

区
市

ヶ
尾

三
五

九
－

三
〇

四
　

内
島

美
和

子
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
89

年
5月

15
日

―
―

1

59
光

田
健

輔
熊

本
県

熊
本

市
大

江
町

渡
鹿

76
8　

内
田

守
 

編
集

者
　

日
本

歴
史

学
会

　
代

表
者

　
坂

本
太

郎
東

京
都

文
京

区
本

郷
7丁

目
2番

8号
　

吉
川

弘
文

館
19

71
年

6月
25

日
―

―
1

60
歌

集
　

椿
咲

く
庭

に
熊

本
県

菊
池

郡
合

志
町

栄
三

七
九

六
　

内
海

俊
夫

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
二

丁
目

二
十

二
番

一
号

　
石

川
書

房
19

88
年

6月
30

日
―

―
1

61
森

の
窓

・
四

季
著

者
発

行
者

　
熊

本
県

菊
池

郡
合

志
町

栄
三

七
九

六
　

内
海

俊
夫

―
19

88
年

9月
10

日
―

―
1

62
歌

集
　

青
林

倉
敷

市
中

庄
一

一
九

一
番

地
　

宇
野

善
三

―
19

61
年

3月
1日

―
―

1
63

哲
学

す
る

心
梅

原
猛

東
京

都
文

京
区

音
羽

二
－

十
二

－
二

十
一

　
講

談
社

19
68

年
9月

28
日

―
―

1
64

遺
句

集
　

志
の

び
く

さ
浦

岡
秋

月
―

19
70

年
12

月
―

―
1

65
我

ら
の

主
な

る
救

主
イ

エ
ス

・
キ

リ
スト

の
新

約
聖

書
　

改
訳

［
ヂ

、
エ

チ
、

ヴ
ァ

イ
ナ

ル
］

兵
庫

県
神

戸
市

神
戸

区
江

戸
町

九
十

五
番

屋
敷

　
英

国
聖

書
協

会
19

24
年

6月
20

日
19

34
年

6月
28

日
四

版
1

66
イ

エ
ス

の
生

涯
遠

藤
周

作
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
73

年
10

月
15

日
19

74
年

5月
20

日
九

刷
1

67
ア

ー
ベ

ル
の

生
涯

O
.　

オ
ア

／
訳

者
　

辻
雄

一
東

京
都

新
宿

区
本

塩
町

23
　

タ
ナ

カ
ビ

ル
　

東
京

図
書

19
74

年
11

月
11

日
19

75
年

3月
10

日
第

2刷
1

68
回

想
王

貞
治

東
京

都
中

野
区

本
町

3－
32

－
15

　
勁

文
社

19
81

年
5月

10
日

―
―

1
69

現
代

文
の

書
き

方
扇

谷
正

造
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3の
19

　
講

談
社

19
65

年
9月

16
日

―
―

1
70

ミ
ン

ド
ロ

島
ふ

た
た

び
大

岡
昇

平
東

京
都

中
央

区
京

橋
二

ノ
一

　
中

央
公

論
社

19
69

年
12

月
25

日
―

―
1

71
大

賀
義

風
句

集
　

日
本

現
代

川
柳

叢
書

第
17

集
大

賀
義

風
東

京
都

文
京

区
本

郷
1－

32
－

10
　

ス
カ

イ
コ

－
ト

後
楽

園
10

5　
詩

歌
文

学
刊

行
会

19
93

年
10

月
1日

―
―

1

72
歌

集
　

ド
ラ

セ
ナ

の
葉

　
珊

瑚
礁

て
の

ひ
ら

叢
書

第
四

編
徳

島
市

南
二

軒
屋

町
石

井
利

　
大

川
富

美
子

高
知

県
須

崎
市

東
糺

町
4－

23
　

千
頭

泰
方

　
高

知
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
68

年
10

月
15

日
―

―
1

26



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

73
燎

火
　

天
狼

同
人

句
集

シ
リ

ー
ズ

3
大

北
た

き
を

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

二
丁

目
十

二
の

十
二

　
牧

羊
社

19
89

年
1月

31
日

―
―

1
74

ヘ
ン

リ
ー

・
ミ

ラ
ー

　
世

界
文

学
全

集
Ⅱ

-2
4

訳
者

　
大

久
保

康
雄

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
の

八
　

河
出

書
房

新
社

19
63

年
3月

15
日

19
64

年
4月

20
日

5版
1

75
林

文
雄

句
文

集
大

島
太

郎
編

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
（

庵
治

局
区

内
）

六
〇

三
四

ノ
一

　
大

島
青

松
園

林
記

念
文

庫
19

50
年

7月
10

日
―

―
1

76
桃

邨
遺

句
集

　
星

塚
大

島
桃

邨
高

松
市

木
太

町
八

区
三

八
三

六
－

三
　

椿
発

行
所

19
85

年
6月

1日
―

―
1

77
句

集
　

東
風

　
第

二
輯

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
六

三
四

ノ
一

　
大

島
青

松
園

邱
山

会
香

川
県

木
田

郡
庵

治
村

六
三

四
ノ

一
　

大
島

青
松

園
協

和
会

文
化

部
19

53
年

7月
18

日
―

―
1（

3）

78
歌

集
　

風
光

る
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
五

二
九

　
太

田
正

一
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
二

ノ
二

〇
暁

ビ
ル

　
白

玉
書

房
19

80
年

2月
20

日
―

ー
1

79
緑

の
島

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
太

田
井

敏
夫

―
19

78
年

3月
15

日
―

―
1（

3）
80

句
集

　
城

広
島

県
福

山
市

新
涯

町
三

八
　

大
塚

葦
陽

（
本

名
・

保
）

東
京

都
千

代
田

区
神

田
神

保
町

一
－

二
〇

　
白

凰
社

19
76

年
10

月
25

日
―

―
1

81
句

集
　

一
代

畑
編

者
　

大
野

林
火

／
著

者
代

表
　

阿
部

秀
直

群
馬

県
吾

妻
郡

草
津

町
大

字
草

津
乙

六
五

〇
　

栗
生

楽
泉

園
高

原
俳

句
会

19
76

年
5月

20
日

―
―

1

82
現

代
の

ヨ
ブ

た
ち

編
集

者
著

者
　

日
本

ハ
ン

セ
ン

氏
病

者
福

音
宣

教
協

会
（

M
O

L）
 

代
表

　
大

日
向

繁
大

阪
府

岸
和

田
市

三
田

町
18

06
　

聖
灯

社
19

72
年

12
月

10
日

―
―

1

83
地

の
果

て
の

証
人

た
ち

編
者

　
鹿

児
島

県
鹿

屋
市

星
塚

町
45

22
　

日
本

ハ
ン

セ
ン

氏
病

者
福

音
宣

教
協

会
（

M
O

L）
代

表
　

大
日

向
繁

東
京

都
新

宿
区

新
小

川
町

3－
1　

新
教

出
版

社
19

76
年

11
月

30
日

―
―

1

84
大

村
滋

野
遺

歌
集

大
村

滋
野

観
音

寺
市

坂
本

町
甲

一
三

七
五

－
五

　
コ

ス
モ

ス
観

音
寺

勉
強

会
19

89
年

8月
19

日
―

―
1

85
山

岡
鉄

舟
大

森
曹

玄
東

京
都

千
代

田
区

外
神

田
二

ノ
一

八
ノ

六
　

春
秋

社
―

19
70

年
12

月
25

日
増

補
第

一
刷

1
86

対
話

　
人

間
の

建
設

岡
潔

・
小

林
秀

雄
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
65

年
10

月
20

日
―

―
1

87
月

影
岡

潔
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3の
19

　
講

談
社

19
66

年
4月

16
日

―
―

1
88

春
の

草
　

私
の

生
い

立
ち

岡
潔

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

一
の

五
　

日
本

経
済

新
聞

社
19

66
年

10
月

5日
19

66
年

10
月

22
日

四
版

1

89
一

葉
舟

岡
潔

東
京

都
中

央
区

銀
座

西
三

ノ
一

　
大

阪
市

北
区

野
崎

町
七

七
　

北
九

州
市

小
倉

区
中

津
口

七
三

ノ
二

五
　

読
売

新
聞

社
19

68
年

3月
30

日
―

―
1

90
風

蘭
岡

潔
講

談
社

19
64

年
5月

16
日

―
―

1
91

新
し

い
数

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

⑬
　

統
計

岡
田

泰
榮

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

66
年

7月
1日

―
―

1
92

林
文

雄
の

生
涯

お
か

の
ゆ

き
お

東
京

都
新

宿
区

新
小

川
町

3の
1　

新
教

出
版

社
19

74
年

6月
30

日
―

―
1

93
回

想
訳

者
　

岡
籘

丑
彥

静
岡

市
水

落
町

1－
28

　
三

一
書

店
―

19
57

年
6月

15
日

三
版

1
94

朱
い

文
箱

か
ら

岡
部

伊
都

子
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
二

－
五

－
五

　
岩

波
書

店
19

95
年

4月
24

日
―

―
1

95
沖

縄
の

骨
岡

部
伊

都
子

東
京

都
千

代
田

区
一

ツ
橋

2－
5－

5　
岩

波
書

店
19

97
年

4月
1日

―
―

1
96

こ
こ

ろ
　

花
あ

か
り

岡
部

伊
都

子
東

京
都

中
央

区
築

地
二

の
十

四
の

一
　

海
竜

社
19

98
年

9月
24

日
―

―
1

97
言

の
葉

か
ず

ら
岡

部
伊

都
子

東
京

都
新

宿
区

荒
木

町
23

　
冬

樹
社

19
89

年
9月

9日
―

―
1

98
水

平
へ

の
あ

こ
が

れ
岡

部
伊

都
子

東
京

都
文

京
区

湯
島

2－
14

－
11

　
明

石
書

店
19

98
年

5月
30

日
19

98
年

6月
10

日
第

2刷
1

99
露

き
ら

め
く

岡
部

伊
都

子
・

小
山

三
郎

・
新

宮
晋

大
阪

市
北

区
西

天
満

一
－

四
－

二
　

創
元

社
19

91
年

9月
20

日
―

―
1

10
0

夢
を

つ
ら

ね
る

岡
部

伊
都

子
／

編
集

人
　

吉
田

俊
平

東
京

都
千

代
田

区
一

ツ
橋

　
大

阪
市

北
区

梅
田

　
北

九
州

市
小

倉
北

区
紺

屋
町

　
名

古
屋

市
中

村
区

名
駅

　
毎

日
新

聞
社

19
94

年
8月

25
日

―
―

2

10
1

岡
本

麦
領

遺
句

集
　

黒
鞄

著
者

編
集

　
八

尾
市

北
本

町
一

ノ
七

七
　

岡
本

以
久

女
―

19
68

年
8月

―
―

1
10

2
句

集
　

囁
囁

記
小

川
双

々
子

大
阪

市
北

区
西

天
満

四
丁

目
一

〇
－

一
二

　
カ

ト
ウ

ビ
ル

　
湯

川
書

房
19

81
年

3月
10

日
―

―
1

10
3

く
ろ

は
ら

い
そ

　
第

二
句

集
一

宮
市

北
園

通
二

丁
目

　
小

川
双

々
子

豊
橋

市
草

間
町

字
東

山
一

〇
〇

番
地

　
祭

魚
書

房
19

69
年

12
月

25
日

―
―

1
10

4
幹

幹
の

声
小

川
双

々
子

大
阪

市
東

区
伏

見
町

二
ノ

二
二

　
ア

オ
ヤ

マ
ビ

ル
四

階
　

天
狼

俳
句

会
19

62
年

1月
10

日
―

―
1

10
5

尾
崎

徳
全

詩
集

［
尾

崎
徳

］
―

19
80

年
秋

分
の

日
―

―
1（

2）

10
6

暖
か

き
丘

長
田

順
子

編
集

発
行

者
　

香
川

県
庵

治
局

区
内

青
松

園
　

政
石

蒙
大

阪
市

南
区

南
阪

町
15

7　
短

歌
と

生
活

の
会

19
75

年
5月

5日
―

―
1

27



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

10
7

句
集

　
野

馬
長

田
白

日
夢

　
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
三

－
一

四
　

第
一

万
水

ビ
ル

　
本

阿
弥

書
店

19
87

年
6月

25
日

―
―

1

10
8

ア
ウ

シ
ュ

ビ
ッ

ツ
へ

の
旅

　
中

公
新

書
31

6
長

田
弘

東
京

都
中

央
区

京
橋

2－
1　

中
央

公
論

社
19

73
年

2月
25

日
―

―
1

10
9

世
直

し
の

倫
理

と
論

理
（

上
）

岩
波

新
書

青
版

81
1

小
田

実
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
2-

5-
5　

岩
波

書
店

19
72

年
1月

29
日

19
72

年
3月

25
日

第
4刷

1
11

0
句

集
　

借
耕

牛
高

松
市

藤
塚

町
三

丁
目

十
二

の
二

五
　

小
野

蒙
古

風
高

松
市

天
神

前
三

番
一

六
号

　
四

国
新

聞
社

19
68

年
5月

15
日

―
―

1
11

1
電

気
用

一
般

数
学

　
電

気
用

数
学

全
書

尾
本

義
一

・
小

郷
寛

京
都

市
中

京
区

新
町

通
り

錦
小

路
上

ル
　

電
気

書
院

19
53

年
6月

25
日

19
55

年
8月

10
日

二
版

1
11

2
電

気
用

微
分

積
分

　
電

気
用

数
学

全
書

尾
本

義
一

・
小

郷
寛

・
片

山
愛

介
京

都
市

中
京

区
新

町
通

リ
錦

小
路

上
ル

　
電

気
書

院
19

54
年

2月
10

日
19

55
年

8月
15

日
二

版
1

11
3

新
版

　
昭

和
一

万
歌

集
編

纂
者

　
尾

山
篤

二
郎

・
矢

島
歡

一
―

19
32

年
8月

20
日

―
―

1
11

4
角

川
漢

和
中

辞
典

貝
塚

茂
樹

・
藤

野
岩

友
・

小
野

忍
編

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

の
七

　
角

川
書

店
19

59
年

4月
1日

19
65

年
1月

25
日

四
十

六
版

1
11

5
生

き
る

た
め

の
幸

福
論

加
賀

乙
彦

東
京

都
文

京
区

音
羽

二
丁

目
一

二
－

二
一

　
講

談
社

19
80

年
10

月
20

日
―

―
1

11
6

香
川

幸
夫

歌
集

　
運

河
歴

程
 

珊
瑚

礁
て

の
ひ

ら
叢

書
第

三
集

丸
亀

市
山

北
町

市
営

住
宅

二
十

一
号

　
香

川
幸

夫
高

知
県

須
崎

市
東

糺
町

四
番

の
二

十
三

号
　

千
頭

泰
方

　
高

知
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
68

年
2月

5日
―

―
1

11
7

義
肢

　
水

甕
社

叢
書

第
百

六
十

八
篇

笠
居

誠
一

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
六

〇
三

四
ノ

一
　

青
松

歌
人

会
19

65
年

6月
10

日
―

―
1

11
8

ひ
と

つ
の

世
界

　
火

山
地

帯
同

人
作

品
集

火
山

地
帯

同
人

会
鹿

屋
市

星
塚

町
四

五
二

二
　

火
山

地
帯

社
19

78
年

2月
1日

―
―

2
11

9
歌

集
　

か
た

く
り

の
花

咲
く

峡
　

珊
瑚

礁
叢

書
第

12
篇

丸
亀

市
十

番
町

　
加

地
恵

高
知

県
須

崎
市

東
糺

町
　

高
知

コ
ス

モ
ス

短
歌

会
19

76
年

10
月

10
日

―
―

1
12

0
晴

眼
　

現
代

俳
句

選
書

①
梶

井
枯

骨
東

京
都

千
代

田
区

神
田

司
町

2－
7　

東
京

美
術

19
80

年
9月

10
日

―
―

1（
1）

12
1

歌
集

　
青

北
盛

岡
市

緑
が

丘
二

－
一

一
－

七
　

柏
崎

驍
二

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
二

丁
目

二
十

二
番

一
号

　
石

川
書

房
19

89
年

10
月

1日
―

―
1

12
2

徳
山

道
助

の
帰

郷
柏

原
兵

三
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
68

年
1月

25
日

19
68

年
2月

29
日

三
刷

1
12

3
求

道
の

人
び

と
柏

原
祐

泉
・

紀
野

一
義

・
森

竜
吉

・
吉

田
久

一
東

京
都

千
代

田
区

外
神

田
二

の
一

八
の

六
　

春
秋

社
19

69
年

2月
10

日
―

―
1

12
4

火
星

人
編

集
発

行
　

火
星

会
香

川
県

庵
治

局
区

内
大

島
青

松
園

　
火

星
俳

句
会

19
56

年
6月

10
日

―
―

1
12

5
句

集
　

火
星

人
　

第
二

輯
編

集
発

行
　

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
六

〇
三

四
ノ

一
　

火
星

俳
句

会
―

19
65

年
9月

5日
―

―
1【

1】
12

6
句

集
　

火
星

人
　

第
二

輯
香

川
県

木
田

郡
庵

治
村

六
〇

三
四

ノ
一

　
火

星
俳

句
会

―
19

65
年

9月
5日

―
―

1

12
7

山
木

魂
　

峡
嵐

集
　

こ
の

梅
生

ず
べ

し
 

コ
ス

モ
ス

文
庫

③
片

岡
恒

信
・

佐
野

四
郎

・
安

立
ス

ハ
ル

東
京

都
三

鷹
市

井
ノ

頭
一

ノ
二

ノ
一

七
　

コ
ス

モ
ス

短
歌

会
19

87
年

6月
20

日
―

―
1

12
8

歌
集

　
た

ま
き

は
る

　
ポ

ト
ナ

ム
叢

書
第

一
三

一
篇

高
松

市
仏

生
山

乙
六

九
－

五
三

　
桂

孝
二

京
都

市
東

山
区

一
ノ

橋
宮

ノ
内

町
竹

口
マ

ン
シ

ョ
ン

　
初

音
書

房
19

75
年

4月
1日

―
―

1
12

9
句

集
　

寒
林

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
桂

自
然

坊
―

19
88

年
7月

1日
―

―
1（

6）【
26

】

13
0

土
佐

民
俗

記
桂

井
和

雄
高

知
市

相
生

町
七

拾
八

番
地

向
南

寮
　

海
外

引
揚

者
高

知
県

更
生

連
盟

19
48

年
12

月
1日

―
―

1

13
1

生
涯

加
藤

か
け

い
三

重
県

鈴
鹿

市
寺

家
町

二
九

〇
四

　
環

礁
俳

句
会

19
50

年
12

月
1日

―
―

1
13

2
捨

身
加

藤
か

け
い

名
古

屋
市

東
区

徳
川

町
五

ノ
一

　
荒

星
俳

句
会

19
52

年
11

月
10

日
―

―
1

13
3

加
籘

楸
邨

句
集

　
角

川
文

庫
加

籘
楸

邨
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
ノ

七
　

角
川

書
店

19
52

年
6月

30
日

―
―

1
13

4
俳

句
歳

時
記

　
新

年
の

部
　

全
五

冊
　

角
川

文
庫

角
川

書
店

編
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
ノ

七
　

角
川

書
店

19
56

年
1月

10
日

―
―

1
13

5
俳

句
歳

時
記

　
春

の
部

　
全

四
冊

　
角

川
文

庫
角

川
書

店
編

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

55
年

5月
10

日
―

―
1

13
6

俳
句

歳
時

記
　

夏
の

部
　

全
四

冊
　

角
川

文
庫

角
川

書
店

編
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
ノ

七
　

角
川

書
店

19
55

年
6月

20
日

19
55

年
8月

20
日

再
版

1
13

7
俳

句
歳

時
記

　
秋

の
部

　
全

四
冊

　
角

川
文

庫
角

川
書

店
編

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

55
年

8月
20

日
19

55
年

10
月

10
日

再
版

1
13

8
俳

句
歳

時
記

　
冬

の
部

　
全

五
冊

　
角

川
文

庫
角

川
書

店
編

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

55
年

11
月

15
日

―
―

1
13

9
ど

っ
こ

い
生

き
て

る
で

　
五

十
年

の
隔

離
の

時
を

越
え

て
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
二

五
三

　
金

地
慶

四
郎

―
19

90
年

12
月

―
―

1（
1）

14
0

哲
学

者
の

私
生

活
金

森
誠

也
東

京
都

新
宿

区
西

大
久

保
二

－
三

〇
五

　
恵

南
ビ

ル
　

大
陸

書
房

19
78

年
1月

4日
―

―
1

14
1

救
わ

れ
た

生
活

　
週

報
断

想
1

～
3　

19
65

年
～

19
68

年
愛

媛
県

伊
予

三
島

市
中

央
5－

6－
2　

日
本

キ
リ

ス
ト

教
団

　
三

島
真

光
教

会
　

金
田

福
一

松
山

市
中

一
万

町
1－

1　
ユ

ニ
オ

ン
社

19
80

年
11

月
1日

―
―

1

14
2

闇
の

力
か

ら
の

解
放

金
田

福
一

東
京

都
豊

島
区

西
池

袋
5－

21
－

6－
20

5　
一

粒
社

19
91

年
9月

15
日

―
―

1

28



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

14
3

歌
集

　
は

る
の

ゆ
き

故
上

枝
静

子
・

富
山

ヒ
デ

・
綾

田
絹

江
―

[1
97

7年
］

―
―

1
14

4
句

集
　

都
草

紙
本

ひ
で

こ
／

編
集

　
岩

田
実

太
郎

―
19

73
年

10
月

25
日

―
―

1（
1）

14
5

こ
こ

ろ
の

旅
神

谷
美

恵
子

東
京

都
新

宿
区

須
賀

町
一

四
　

日
本

評
論

社
19

74
年

12
月

10
日

19
75

年
2月

25
日

第
一

版
第

二
刷

1
14

6
人

間
を

み
つ

め
て

神
谷

美
恵

子
東

京
・

名
古

屋
・

大
阪

・
北

九
州

　
朝

日
新

聞
社

19
71

年
8月

20
日

19
71

年
9月

10
日

第
2刷

1
14

7
人

生
の

本
2　

読
書

の
楽

し
み

亀
井

勝
一

郎
・

臼
井

吉
見

編
東

京
都

千
代

田
区

紀
尾

井
町

三
　

文
芸

春
秋

19
66

年
12

月
10

日
19

66
年

12
月

15
日

第
二

刷
1

14
8

人
間

の
心

得
　

自
覚

す
る

こ
と

認
識

す
る

こ
と

武
蔵

野
市

御
殿

山
町

一
ノ

八
ノ

二
二

　
亀

井
勝

一
郎

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
35

番
地

　
青

春
出

版
社

19
65

年
10

月
15

日
19

66
年

1月
1日

第
四

十
刷

1
14

9
私

の
人

生
観

亀
井

勝
一

郎
東

京
都

中
央

区
銀

座
西

八
ノ

四
　

文
芸

春
秋

新
社

19
64

年
9月

20
日

19
64

年
10

月
25

日
再

版
1

15
0

方
丈

記
　

講
談

社
文

庫
鴨

長
明

／
川

瀬
一

馬
校

注
、

現
代

語
訳

東
京

都
文

京
区

音
羽

2－
12

－
21

　
講

談
社

19
71

年
7月

1日
19

73
年

2月
4日

第
8刷

1
15

1
弁

証
法

入
門

　
正

し
い

認
識

を
求

め
て

茅
野

良
男

東
京

都
文

京
区

音
羽

2－
12

－
21

　
講

談
社

19
69

年
10

月
16

日
―

―
1

15
2

香
山

末
子

詩
集

　
草

津
ア

リ
ラ

ン
香

山
末

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

東
松

下
町

　
東

松
ビ

ル
　

梨
花

書
房

19
83

年
8月

15
日

―
―

1
15

3
有

田
蜜

柑
　

天
狼

同
人

句
集

シ
リ

ー
ズ

6
河

合
木

孫
東

京
都

渋
谷

区
渋

谷
二

丁
目

十
二

の
十

二
　

牧
羊

社
19

89
年

6月
30

日
―

―
1

15
4

明
治

10
0年

記
念

　
現

代
四

国
歌

人
総

鑑
河

合
恒

治
編

徳
島

県
那

賀
郡

羽
浦

町
　

河
合

方
　

日
本

歌
人

ク
ラ

ブ
四

国
地

区
事

務
局

19
68

年
7月

1日
―

―
1

15
5

歌
集

　
土

の
笛

東
京

都
杉

並
区

久
我

山
四

－
四

二
－

一
三

　
河

口
登

代
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
88

年
4月

28
日

―
―

1
15

6
句

集
　

春
雷

川
染

陽
哉

／
編

者
　

大
島

親
之

介
―

19
56

年
7月

15
日

―
―

1
15

7
美

し
い

日
本

の
私

　
そ

の
序

説
川

端
康

成
／

訳
者

　
エ

ド
ワ

ー
ド

・
G・

サ
イ

デ
ン

ス
テ

ッ
カ

ー
東

京
都

文
京

区
音

羽
2－

12
－

21
　

講
談

社
19

69
年

3月
16

日
―

―
1

15
8

黒
部

川
第

四
発

電
所

　
世

紀
の

難
工

事
に

挑
ん

だ
土

木
技

術
関

西
電

力
建

設
部

編
東

京
都

千
代

田
区

霞
ケ

関
3の

3　
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

19
65

年
9月

28
日

―
―

1
15

9
句

集
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26

篇
河

野
道

康
練

馬
区

中
村

北
四

の
一

五
　

新
星

書
房

19
66

年
1月

10
日

―
―

1
21

1
句

集
　

街
坂

　
赤

楊
の

木
叢

書
四

大
阪

市
東

成
区

南
中

道
町

一
ノ

二
二

　
小

金
ま

さ
魚

大
阪

市
東

成
区

南
中

道
町

一
ノ

二
二

　
赤

楊
の

木
俳

句
会

19
70

年
6月

1日
―

―
1

21
2

句
集

　
夕

凪
大

阪
市

東
成

区
川

西
町

五
五

二
　

金
ま

さ
魚

大
阪

市
東

成
区

大
今

里
本

町
一

丁
目

六
三

七
　

金
剛

発
行

所
19

51
年

12
月

20
日

―
―

1
21

3
合

同
句

集
　

　
小

熊
座

の
俳

句
小

熊
座

俳
句

会
編

塩
竈

市
赤

坂
十

八
－

六
　

小
熊

座
俳

句
会

19
90

年
5月

13
日

―
―

1（
1）

21
4

句
集

　
望

郷
　

若
葉

叢
書

第
三

一
九

集
児

島
宗

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
一

－
20

　
白

凰
社

19
89

年
9月

30
日

―
―

1

30



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

21
5

英
霊

の
谷

児
島

襄
東

京
都

千
代

田
区

紀
尾

井
町

三
　

文
芸

春
秋

19
73

年
7月

10
日

―
―

1
21

6
史

説
　

山
下

奉
文

児
島

襄
東

京
都

千
代

田
区

紀
尾

井
町

三
　

文
芸

春
秋

19
69

年
5月

25
日

―
―

1
21

7
川

柳
句

集
　

鮎
小

砂
白

汀
島

根
県

大
原

郡
木

次
町

四
六

一
　

わ
か

あ
ゆ

川
柳

会
19

92
年

1月
―

―
1

21
8

第
一

　
宇

宙
花

［
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

］
東

京
都

杉
並

区
上

高
井

戸
五

ノ
二

二
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
56

年
8月

20
日

―
―

1
21

9
合

同
第

二
歌

集
　

木
霊

［
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

奈
良

支
部

］
奈

良
市

本
薬

師
町

六
二

六
　

コ
ス

モ
ス

短
歌

会
奈

良
支

部
　

西
田

和
夫

19
82

年
4月

10
日

―
―

1
22

0
新

ら
し

い
冠

句
の

作
り

方
　

懸
賞

界
叢

書
第

四
輯

編
輯

、
印

刷
兼

発
行

者
　

東
京

市
小

石
川

区
林

町
四

三
　

小
谷

實
東

京
市

小
石

川
区

林
町

四
一

　
桜

華
社

出
版

部
19

37
年

9月
5日

―
―

1
22

1
歌

集
　

有
菌

地
帯

　
水

甕
叢

書
13

4
宮

城
県

登
米

郡
迫

町
新

田
東

北
新

生
園

官
舎

　
小

塚
竜

生
東

京
都

中
野

区
鷺

宮
３

の
６

　
水

甕
社

19
61

年
10

月
15

日
―

―
1

22
2

奈
良

　
新

編
日

本
の

旅
10

編
集

制
作

　
東

京
都

千
代

田
区

麹
町

三
ノ

二
（

相
互

第
一

ビ
ル

）　
座

右
宝

刊
行

会
　

後
藤

茂
樹

東
京

都
千

代
田

区
一

ツ
橋

二
ノ

三
ノ

一
　

小
学

館
19

70
年

1月
15

日
―

―
1

22
3

生
き

る
日

の
限

り
後

藤
福

次
郎

東
京

都
中

央
区

八
丁

堀
三

の
一

五
　

ま
ご

こ
ろ

社
19

64
年

5月
10

日
印

刷
製

本
―

―
1

22
4

釦
の

詩
　

後
藤

美
子

歌
集

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
32

4篇
札

幌
市

中
央

大
通

西
二

六
丁

目
二

一
七

－
八

－
一

一
〇

三
　

後
藤

美
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
神

保
町

一
－

五
五

　
武

富
ビ

ル
　

雁
書

館
19

89
年

7月
8日

―
―

1
22

5
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
⑩

　
微

積
分

の
基

礎
小

西
勇

雄
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
67

年
10

月
1日

―
―

1
22

6
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
⑦

　
複

素
数

小
林

善
一

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

66
年

9月
1日

―
―

1
22

7
句

集
　

額
の

花
　

小
熊

座
叢

書
第

十
集

　
秀

逸
俳

人
叢

書
Ⅲ

小
林

宏
伃

東
京

都
中

央
区

銀
座

六
－

七
－

十
六

　
第

一
岩

月
ビ

ル
　

東
京

四
季

出
版

19
91

年
3月

1日
―

―
1

22
8

大
数

学
者

　
新

潮
選

書
小

堀
憲

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

十
一

　
新

潮
社

19
68

年
5月

10
日

19
68

年
6月

15
日

二
刷

1

22
9

長
崎

市
長

へ
の

73
00

通
の

手
紙

　
天

皇
の

戦
争

責
任

を
め

ぐ
っ

て
径

書
房

編
集

部
編

東
京

都
千

代
田

区
三

崎
町

2－
13

－
5　

影
山

ビ
ル

　
径

書
房

19
89

年
5月

15
日

―
―

1

23
0

小
見

山
和

夫
歌

文
集

小
見

山
和

夫
香

川
県

木
田

郡
庵

治
村

六
〇

三
四

ノ
一

　
俳

句
と

短
歌

社
19

65
年

12
月

10
日

―
―

2（
1）

23
1

句
集

　
数

え
唄

　
小

熊
座

叢
書

第
一

二
集

今
貞

子
／

編
集

者
　

澤
好

摩
立

川
市

柏
町

三
－

二
－

四
　

遠
山

方
　

弦
楽

社
19

91
年

5月
10

日
―

―
1

23
2

歌
集

　
獅

子
座

さ
か

し
ま

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

41
6篇

名
古

屋
市

守
山

区
森

孝
2－

70
4　

鈴
木

公
二

方
　

近
藤

孝
二

東
京

都
杉

並
区

高
円

寺
南

4－
43

－
9　

短
歌

新
聞

社
19

93
年

4月
18

日
―

―
1

23
3

青
崩

峠
　

雲
海

第
七

叢
書

近
藤

忠
大

阪
市

北
区

堂
山

町
一

六
の

五
　

雲
海

発
行

所
19

80
年

5月
1日

―
―

1
23

4
置

屋
近

藤
忠

大
阪

市
北

区
堂

山
町

一
六

の
五

　
雲

海
発

行
所

19
92

年
1月

―
―

1
23

5
句

集
　

紅
情

大
阪

市
北

区
堂

山
町

四
四

　
近

藤
忠

大
阪

市
北

区
堂

山
町

四
四

　
雲

海
発

行
所

19
62

年
10

月
―

―
1

23
6

斎
木

創
歌

集
　

か
り

ん
叢

書
一

〇
一

篇
著

者
　

斎
木

創
／

編
集

　
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

六
〇

三
四

－
一

　
斎

木
創

遺
歌

集
刊

行
委

員
会

（
代

表
松

浦
篤

男
）

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

二
－

十
三

－
三

　
角

川
書

店
19

97
年

2月
25

日
―

―
1【

1】

23
7

人
間

そ
の

価
値

と
存

在
三

枝
充

悳
東

京
都

文
京

区
目

白
台

1－
17

－
6　

国
土

社
19

72
年

11
月

15
日

―
―

1
23

8
現

代
の

常
識

新
語

辞
典

編
者

　
齋

藤
榮

三
郎

／
編

集
　

エ
デ

ィ
ト

リ
ア

ル
プ

ラ
ニ

ン
グ

東
京

都
千

代
田

一
ツ

橋
二

ノ
五

ノ
十

　
集

英
社

19
71

年
6月

15
日

―
―

1
23

9
西

東
三

鬼
句

集
　

角
川

文
庫

西
東

三
鬼

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

65
年

8月
30

日
19

66
年

1月
10

日
再

版
1（

1）
24

0
佐

伯
み

ど
り

句
集

　
紙

人
形

著
者

発
行

者
　

佐
伯

み
ど

り
―

19
93

年
10

月
1日

―
―

1
24

1
微

分
積

分
学

演
習

　
上

　
改

訂
版

（
全

2巻
）

坂
井

英
太

郎
／

編
者

　
坂

井
豊

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

35
年

6月
5日

19
70

年
6月

10
日

改
訂

3刷
1

24
2

微
分

積
分

学
演

習
　

下
　

改
訂

版
（

全
2巻

）
坂

井
英

太
郎

／
編

者
　

坂
井

豊
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
38

年
6月

30
日

19
70

年
3月

15
日

改
訂

2刷
1

24
3

お
う

ち
句

集
　

一
杉

忌
三

十
年

酒
井

灯
子

編
石

川
県

羽
咋

市
飯

山
町

一
四

　
お

う
ち

句
会

19
79

年
6月

17
日

19
79

年
8月

31
日

再
版

1
24

4
雪

来
る

前
　

壊
道

　
満

天
星

　
コ

ス
モ

ス
文

庫
⑨

酒
井

廣
治

・
鈴

木
増

弘
・

山
崎

孝
子

東
京

都
三

鷹
市

井
ノ

頭
一

ノ
二

ノ
一

七
　

コ
ス

モ
ス

短
歌

会
19

80
年

9月
20

日
―

―
1

24
5

学
ぶ

と
い

う
こ

と
向

坂
逸

郎
東

京
都

中
央

区
銀

座
西

8ノ
4　

文
芸

春
秋

新
社

19
64

年
7月

25
日

19
64

年
8月

1日
再

版
1

24
6

芭
蕉

　
そ

の
詩

的
実

存
佐

古
純

一
郎

東
京

都
中

央
区

銀
座

4－
5－

1　
教

文
館

19
70

年
5月

30
日

―
―

1
24

7
戦

い
す

ん
で

日
が

暮
れ

て
佐

藤
愛

子
東

京
都

文
京

区
音

羽
二

－
一

二
－

二
一

　
講

談
社

19
69

年
4月

8日
19

69
年

12
月

1日
第

九
刷

1
24

8
何

処
へ

　
現

代
俳

句
叢

書
11

佐
藤

鬼
房

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

二
ノ

十
三

ノ
三

　
角

川
書

店
19

84
年

11
月

30
日

―
―

1

24
9

風
の

樹
　

現
代

俳
句

の
一

〇
〇

冊
26

佐
藤

鬼
房

東
京

都
千

代
田

区
外

神
田

四
－

六
－

十
　

銀
座

第
一

青
果

ビ
ル

四
F　

現
代

俳
句

協
会

19
88

年
8月

10
日

―
―

1

25
0

句
集

　
瀬

頭
　

小
熊

座
叢

書
第

十
九

佐
藤

鬼
房

東
京

都
豊

島
区

南
池

袋
二

丁
目

四
十

一
ノ

十
二

ノ
五

〇
六

　
紅

書
房

19
92

年
7月

23
日

―
―

1

31



番
号

表
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編
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者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

25
1

句
集

　
半

跏
坐

佐
藤

鬼
房

東
京

都
豊

島
区

南
池

袋
二

丁
目

四
十

一
ノ

十
二

ノ
五

〇
六

　
紅

書
房

19
89

年
6月

20
日

―
―

1

25
2

夜
の

崖
佐

藤
鬼

房
東

京
都

台
東

区
浅

草
田

中
町

三
ノ

三
　

酩
酊

社
19

55
年

4月
1日

―
―

1
25

3
ジ

ャ
ン

ヌ
・

ダ
ル

ク
の

炎
　

処
女

句
集

シ
リ

ー
ズ

Ⅴ
・

13
佐

藤
き

み
こ

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

二
の

十
二

の
十

二
　

牧
羊

社
19

88
年

11
月

1日
―

―
1

25
4

郷
愁

　
旺

文
社

文
庫

訳
者

　
佐

藤
晃

一
東

京
都

新
宿

区
横

寺
町

　
旺

文
社

19
68

年
3月

10
日

19
78

年
第

19
刷

1
25

5
玉

を
抱

い
て

泣
く

佐
藤

春
夫

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
の

八
　

河
出

書
房

新
社

19
64

年
8月

15
日

―
―

1
25

6
歌

集
　

雪
原

茅
ヶ

崎
市

浜
竹

四
－

二
－

六
七

　
佐

藤
真

樹
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
89

年
3月

20
日

―
―

1

25
7

句
集

　
宮

居
里

川
水

章
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
3－

14
　

第
一

万
水

ビ
ル

　
本

阿
弥

書
店

19
88

年
3月

15
日

―
―

1

25
8

米
内

光
政

実
松

譲
東

京
都

千
代

田
区

西
神

田
二

の
二

五
　

光
人

社
19

66
年

9月
30

日
―

―
1

25
9

歌
集

　
帰

雁
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
33

5篇
福

島
県

い
わ

き
市

鹿
島

町
御

代
堂

の
前

三
〇

　
佐

原
喜

久
司

東
京

都
江

東
区
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会
19

73
年

3月
3日

―
―

1
31

0
愛

に
始

ま
る

高
田

好
胤

東
京

都
港

区
新

橋
四

－
一

〇
　

徳
間

書
店

19
71

年
4月

15
日

―
―

1
31

1
慈

悲
心

　
激

動
の

世
の

中
の

幸
福

と
は

何
か

奈
良

県
奈

良
市

西
ノ

京
町

薬
師

寺
内

　
高

田
好

胤
東

京
都

港
区

新
橋

4－
10

　
徳

間
書

店
19

75
年

3月
10

日
―

―
1

31
2

情
　

価
値

あ
る

人
生

を
求

め
て

高
田

好
胤

東
京

都
港

区
新

橋
四

－
一

〇
　

徳
間

書
店

19
72

年
6月

15
日

―
―

1
31

3
机

上
辞

典
編

者
　

高
野

辰
之

／
書

　
井

上
高

太
郎

―
19

32
年

9月
18

日
19

38
年

11
月

20
日

改
訂

丗
五

版
1

31
4

人
生

の
歌

　
回

想
の

手
記

訳
者

　
高

橋
健

二
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

71
　

新
潮

社
19

63
年

3月
30

日
19

69
年

1月
10

日
三

刷
1

31
5

ヘ
ッ

セ
　

世
界

文
学

全
集

16
訳

者
　

高
橋

健
二

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
の

八
　

河
出

書
房

新
社

19
64

年
9月

8日
―

―
1

31
6

歌
集

　
岭

嶙
埼

玉
県

狭
山

市
入

間
川

一
、

七
七

四
　

高
橋

雅
子

（
ヤ

ス
子

）
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
83

年
11

月
10

日
―

―
1

31
7

新
歳

時
記

高
濱

虛
子

東
京

市
神

田
区

神
保

町
一

ノ
一

　
三

省
堂

 
大

阪
市

西
区

阿
波

座
通

二
ノ

六
　

三
省

堂
大

阪
支

店
19

34
年

11
月

15
日

19
35

年
5月

30
日

十
八

版
1

31
8

新
歳

時
記

高
濱

虛
子

東
京

市
神

田
区

神
保

町
一

ノ
一

　
三

省
堂

 
大

阪
市

西
区

阿
波

座
通

二
ノ

六
　

三
省

堂
大

阪
支

店
19

34
年

11
月

15
日

19
39

年
3月

15
日

四
二

版
1

31
9

句
集

　
城

下
松

阪
市

春
日

町
一

丁
目

一
〇

八
番

地
　

田
上

石
情

松
阪

市
春

日
町

一
－

一
〇

八
　

田
上

方
　

天
狼

俳
句

会
松

阪
支

部
19

88
年

11
月

3日
―

―
1

32
0

歌
集

　
樹

の
女

福
井

県
南

条
郡

今
庄

町
合

波
二

－
六

　
武

下
奈

々
子

東
京

都
千

代
田

区
内

神
田

三
－

四
－

七
　

砂
子

屋
書

房
19

88
年

7月
20

日
―

―
1

32
1

巡
礼

と
遍

路
　

三
省

堂
選

書
58

武
田

明
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
1－

1　
三

省
堂

19
79

年
4月

25
日

―
―

1

33
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2

科
学

入
門

武
谷

三
男

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

2　
勁

草
書

房
19

64
年

12
月

15
日

―
―

1
32

3
京

都
の

一
級

品
竹

山
道

雄
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
十

一
　

新
潮

社
19

65
年

6月
15

日
―

―
1

32
4

昭
和

の
精

神
史

竹
山

道
雄

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

58
年

4月
15

日
19

64
年

1月
20

日
五

刷
1

32
5

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

旅
　

新
潮

文
庫

竹
山

道
雄

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

64
年

10
月

5日
―

―
1

32
6

新
し

い
数

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

④
　

線
形

代
数

田
島

一
郎

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

70
年

10
月

10
日

―
―

1
32

7
朴

の
花

高
け

れ
ば

立
川

寿
兄

横
浜

市
旭

区
上

白
根

ひ
か

り
ケ

丘
十

一
－

二
－

三
〇

一
　

限
定

出
版

　
大

雅
洞

19
73

年
5月

1日
―

―
1

32
8

平
群

　
辰

巳
秋

冬
遺

句
集

辰
巳

秋
冬

―
19

87
年

11
月

6日
―

―
1

32
9

歌
集

　
風

光
流

転
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
28

9篇
長

崎
県

南
松

浦
郡

有
川

町
有

川
郷

四
六

八
　

立
石

卓
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

十
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
88

年
6月

25
日

―
―

1
33

0
歌

集
　

栗
風

味
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
34

8篇
奈

良
県

宇
陀

郡
榛

原
町

萩
の

里
八

六
　

田
門

文
平

東
京

都
江

東
区

永
代

二
丁

目
十

六
番

七
号

　
伊

麻
書

房
19

90
年

7月
25

日
―

―
1

33
1

歌
集

　
天

南
星

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

18
8篇

奈
良

県
宇

陀
郡

榛
原

町
萩

の
里

八
六

　
田

門
文

平
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

十
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
82

年
2月

25
日

―
―

1
33

2
歌

集
　

大
和

不
二

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

29
6篇

奈
良

県
宇

陀
郡

榛
原

町
萩

の
里

八
六

　
田

門
文

平
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

十
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
88

年
7月

25
日

―
―

1
33

3
わ

た
く

し
の

少
年

時
代

田
中

角
栄

東
京

都
文

京
区

音
羽

2－
12

－
21

　
講

談
社

19
73

年
9月

20
日

―
―

1
33

4
あ

か
ね

雲
著

者
発

行
者

　
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

大
島

青
松

園
　

田
中

京
祐

―
19

78
年

3月
1日

―
―

1（
1）

33
5

山
に

よ
せ

る
心

田
中

澄
江

東
京

都
文

京
区

関
口

1 
～

33
　

大
和

書
房

19
71

年
10

月
30

日
―

―
1

33
6

ス
テ

レ
オ

グ
ラ

フ
Ⅰ

幾
何

田
中

太
三

郎
東

京
都

新
宿

区
市

谷
本

村
町

35
　

大
阪

市
北

区
滝

川
町

64
　

科
学

新
興

社
19

61
年

5月
25

日
―

―
1

33
7

日
扇

聖
人

全
集

第
一

巻
編

纂
者

編
纂

局
長

　
田

中
日

広
京

都
市

上
京

区
一

条
通

り
七

本
松

西
入

　
本

門
仏

立
宗

宗
務

本
庁

内
　

日
扇

聖
人

全
集

刊
行

会
19

57
年

10
月

13
日

―
―

1

33
8

研
究

社
羅

和
事

典
主

幹
者

　
田

中
秀

央
東

京
都

新
宿

区
神

楽
坂

一
の

二
　

研
究

社
辞

書
部

19
52

年
9月

5日
19

63
年

4月
30

日
十

一
版

1
33

9
時

代
と

私
田

中
美

知
太

郎
東

京
都

千
代

田
区

紀
尾

井
町

3　
文

芸
春

秋
19

71
年

4月
30

日
―

―
1

34
0

哲
学

と
人

生
田

中
美

知
太

郎
東

京
都

中
央

区
京

橋
一

－
七

　
雪

華
社

19
65

年
9月

30
日

―
―

1
34

1
プ

ラ
ト

ン
名

著
集

田
中

美
知

太
郎

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
71

　
新

潮
社

19
63

年
11

月
20

日
―

―
1

34
2

句
集

　
糸

ざ
く

ら
香

川
県

木
田

郡
牟

礼
町

大
町

一
〇

六
一

　
田

中
友

舟
香

川
県

木
田

郡
牟

礼
町

大
町

一
〇

六
一

　
田

中
俊

雄
19

70
年

7月
21

日
―

―
1

34
3

哲
学

入
門

　
哲

学
の

根
本

問
題

　
筑

摩
叢

書
55

田
邊

元
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
2の

8　
筑

摩
書

房
19

66
年

4月
29

日
19

67
年

6月
10

日
初

版
第

3刷
1

34
4

盲
人

短
歌

の
世

界
　

光
な

き
世

界
の

光
　

当
道

叢
書

栃
木

県
那

須
郡

湯
津

上
村

佐
良

土
　

谷
邦

夫
東

京
都

杉
並

区
高

円
寺

南
4－

43
－

9　
短

歌
新

聞
社

19
73

年
8月

5日
―

―
1

34
5

歌
集

　
国

籍
は

天
に

あ
り

　
水

甕
叢

書
第

58
2篇

岡
山

県
邑

久
郡

邑
久

町
虫

明
65

39
　

谷
川

秋
夫

東
京

都
杉

並
区

高
円

寺
南

4－
43

－
9　

短
歌

新
聞

社
19

92
年

6月
19

日
―

―
1

34
6

歌
文

集
　

花
と

テ
ー

プ
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

65
39

　
谷

川
秋

夫
東

京
都

新
宿

区
新

小
川

町
3－

1　
キ

リ
ス

ト
新

聞
社

19
80

年
4月

30
日

―
―

1
34

7
句

集
　

天
の

階
玉

木
愛

子
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
五

三
九

19
71

年
10

月
30

日
―

―
1

34
8

真
夜

の
祈

玉
木

愛
子

東
京

都
目

黒
区

八
雲

二
－

十
二

－
七

　
新

地
書

房
19

82
年

9月
10

日
19

82
年

12
月

20
日

二
刷

1
34

9
句

集
　

青
き

流
玉

貫
寛

―
19

85
年

6月
18

日
―

―
1

35
0

句
集

　
火

口
と

流
氷

玉
貫

寛
―

19
82

年
10

月
24

日
―

―
1

35
1

句
集

　
叉

手
玉

貫
寛

―
19

68
年

5月
30

日
―

―
1（

1）

35
2

い
ず

み
　

多
磨

全
生

園
カ

ト
リ

ッ
ク

愛
徳

会
六

十
周

年
記

念
誌

［
多

磨
全

生
園

カ
ト

リ
ッ

ク
愛

徳
会

］
東

京
都

東
村

山
市

青
葉

町
四

－
一

－
十

　
多

摩
全

生
園

内
　

カ
ト

リ
ッ

ク
愛

徳
会

19
91

年
8月

15
日

―
―

1

35
3

玉
貫

寛
　

足
跡

編
集

発
行

　
松

山
市

三
番

町
5－

9－
13

　
玉

貫
陽

子
―

19
87

年
5月

20
日

―
―

1
35

4
花

田
宮

虎
彦

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

64
年

2月
29

日
―

―
1

35
5

歌
の

い
ぶ

き
　

弥
生

叢
書

21
田

谷
鋭

／
編

集
人

　
川

野
政

史
東

京
都

千
代

田
区

内
神

田
二

－
二

－
一

　
鎌

倉
河

岸
ビ

ル
二

階
財

団
法

人
国

鉄
厚

生
事

業
協

会
19

85
年

3月
25

日
―

―
1

35
6

遺
歌

集
　

遁
れ

来
て

　
形

成
叢

書
千

葉
修

愛
生

短
歌

会
19

87
年

6月
10

日
―

―
1

35
7

歌
集

　
珊

瑚
礁

　
形

成
叢

刊
千

葉
修

岡
山

県
邑

久
郡

邑
久

町
虫

明
六

五
三

九
　

長
島

短
歌

会
19

68
年

3月
5日

―
―

1
35

8
歌

集
　

守
礼

門
　

形
成

叢
刊

岡
山

県
邑

久
郡

邑
久

町
虫

明
65

39
　

千
葉

修
東

京
都

杉
並

区
高

円
寺

南
4－

43
－

9　
短

歌
新

聞
社

19
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年
1月

15
日

―
―

1

34
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9

新
制

　
地

理
学

概
説

地
理

教
授

同
志

会
　

代
表

者
　

守
屋

荒
美

雄
・

野
口

保
興

―
19

31
年

9月
25

日
―

―
1

36
0

句
集

　
琴

坂
塚

本
烏

城
京

都
市

伏
見

区
桃

山
福

島
太

夫
西

町
八

　
塚

本
恒

温
19

83
年

11
月

1日
―

―
1

36
1

句
集

　
海

綿
辻

長
風

／
編

集
　

青
松

編
集

部
―

19
59

年
8月

4日
―

―
1

36
2

句
集

　
四

十
代

辻
長

風
―

19
54

年
11

月
3日

―
―

1
36

3
関

数
論

講
義

辻
良

平
東

京
都

文
京

区
本

駒
込

5丁
目

9番
10

号
　

理
工

学
社

19
66

年
7月

10
日

19
72

年
2月

10
日

第
5版

1

36
4

辻
田

克
巳

集
　

自
註

現
代

俳
句

シ
リ

ー
ズ

第
Ⅴ

期
㉒

辻
田

克
巳

東
京

都
新

宿
区

百
人

町
三

－
二

八
－

一
〇

俳
句

文
学

館
内

　
社

団
法

人
　

俳
人

協
会

19
86

年
10

月
25

日
―

―
1

36
5

は
や

く
朝

に
な

ら
ん

か
な

　
津

島
貴

美
枝

追
悼

記
念

編
集

・
発

行
者

　
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
二

五
三

ノ
一

　
津

島
久

雄
―

19
79

年
4月

1日
―

―
1

36
6

水
脈

　
冬

の
公

園
　

氷
心

　
コ

ス
モ

ス
文

庫
⑧

辻
本

敬
三

・
伊

藤
麟

・
蒲

池
由

之
東

京
都

三
鷹

市
井

ノ
頭

一
ノ

二
ノ

一
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
80

年
6月

25
日

―
―

1
36

7
雪

景
山

水
　

長
流

叢
書

第
二

十
二

篇
吹

田
市

千
里

山
西

四
－

一
四

－
一

五
　

長
谷

方
　

土
田

和
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
ノ

二
　

不
識

書
院

19
81

年
8月

25
日

―
―

1

36
8

句
集

　
父

の
景

色
 

新
鋭

句
集

シ
リ

ー
ズ

Ⅲ
小

熊
座

叢
書

第
八

集
土

見
敬

志
郎

東
京

都
中

央
区

銀
座

六
－

七
－

十
六

　
第

一
岩

月
ビ

ル
　

東
京

四
季

出
版

19
90

年
10

月
20

日
―

―
1

36
9

癩
院

創
世

土
谷

勉
東

京
都

世
田

谷
区

世
田

谷
一

ノ
一

五
六

19
49

年
5月

25
日

―
―

1
37

0
運

命
を

ひ
ら

く
心

常
岡

一
郎

東
京

都
文

京
区

音
羽

二
－

十
二

－
二

十
一

　
講

談
社

19
68

年
4月

8日
―

―
1

37
1

大
学

理
工

系
　

微
分

積
分

学
鶴

見
茂

東
京

都
文

京
区

本
駒

込
5丁

目
9番

10
号

　
理

工
学

社
19

71
年

1月
1日

19
73

年
2月

25
日

第
4版

1
37

2
東

洋
歴

史
精

図
帝

国
書

院
　

代
表

者
　

增
田

啓
策

東
京

市
牛

込
区

揚
場

町
一

番
地

　
帝

国
書

院
19

27
年

9月
29

日
―

―
1

37
3

神
仙

の
人

　
出

口
日

出
麿

編
者

　
出

口
斎

／
企

画
編

集
　

東
京

都
文

京
区

小
日

向
四

－
六

－
一

九
　

共
立

会
館

　
講

談
社

出
版

研
究

所
　

代
表

　
山

本
康

雄
東

京
都

文
京

区
音

羽
二

－
一

二
－

二
一

　
講

談
社

19
89

年
10

月
18

日
19

89
年

12
月

25
日

第
四

刷
1

37
4

小
林

多
喜

二
手

塚
英

孝
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
二

ノ
八

　
筑

摩
書

房
19

58
年

2月
15

日
―

―
1

37
5

自
然

科
学

者
の

た
め

の
数

学
概

論
　

増
訂

版
寺

沢
寛

一
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
2－

5－
5　

岩
波

書
店

19
54

年
10

月
30

日
19

77
年

2月
10

日
第

26
刷

1
37

6
懶

ぬ
き

が
た

く
　

日
本

全
国

歌
人

叢
書

第
15

7集
寺

田
阿

兄
東

京
都

文
京

区
目

白
台

二
－

一
三

－
二

　
近

代
文

芸
社

19
91

年
3月

13
日

―
―

1
37

7
電

気
工

学
ポ

ケ
ッ

ト
ブ

ッ
ク

（
JR

版
）

電
気

学
会

編
東

京
都

千
代

田
区

神
田

錦
町

3ノ
1　

オ
ー

ム
社

19
50

年
5月

20
日

19
73

年
5月

30
日

第
3版

第
１

刷
1

37
8

句
集

　
葦

［
天

狼
俳

句
会

高
槻

支
部

］
天

狼
俳

句
会

高
槻

支
部

19
88

年
10

月
31

日
―

―
1

37
9

歌
集

　
二

人
三

脚
土

居
原

重
男

・
土

居
原

鈴
子

―
19

82
年

12
月

1日
―

―
1

38
0

女
声

合
唱

組
曲

　
帽

子
の

あ
る

風
景

作
詞

者
　

塔
和

子
／

作
曲

者
　

柳
川

直
則

東
京

都
新

宿
区

神
楽

坂
6－

30
　

音
楽

之
友

社
19

91
年

7月
10

日
―

―
1

38
1

第
一

日
の

孤
独

塔
和

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
二

－
三

四
　（

寺
田

ビ
ル

）　
蝸

牛
社

19
76

年
3月

25
日

―
―

1
38

2
大

原
美

術
館

Ⅱ
現

代
絵

画
と

彫
刻

序
文

　
東

野
芳

明
／

解
説

　
大

岡
信

・
岡

田
隆

彦
倉

敷
市

中
央

1丁
目

1－
12

　
財

団
法

人
大

原
美

術
館

19
87

年
―

―
1

38
3

藤
楓

文
芸

　
第

2刊
藤

楓
協

会
編

―
19

70
年

3月
20

日
―

―
1

38
4

藤
楓

文
芸

　
第

3刊
藤

楓
協

会
編

―
19

71
年

3月
20

日
―

―
1

38
5

藤
楓

文
芸

　
第

4刊
藤

楓
協

会
編

―
19

72
年

3月
15

日
―

―
1

38
6

藤
楓

文
芸

　
第

5刊
藤

楓
協

会
編

―
19

73
年

3月
15

日
―

―
1

38
7

藤
楓

文
芸

　
第

6刊
藤

楓
協

会
編

―
19

74
年

3月
20

日
―

―
1

38
8

藤
楓

文
芸

　
第

7刊
藤

楓
協

会
編

―
19

75
年

3月
20

日
―

―
1

38
9

観
光

案
内

図
　

近
畿

地
方

と
そ

の
周

辺
［

塔
文

社
］

東
京

都
千

代
田

区
九

段
南

2
～

6
～
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塔
文

社
―

―
―

1
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0

療
園

の
灯

　
椎

名
ふ

さ
姉

の
信

仰
［

東
北

新
生

園
キ

リ
ス

ト
教

信
交

会
］

宮
城

県
登

米
郡

迫
町

新
田

　
東

北
新

生
園

キ
リ

ス
ト

教
信

交
会

代
表

　
松

野
全

彥
19

67
年

12
月

10
日

―
―

1

39
1

現
代

数
学

教
育

辞
典

編
集

委
員

代
表

　
遠

山
啓

東
京

都
中

央
区

入
舟

町
3の

3　
明

治
図

書
出

版
19

65
年

6月
1日

―
―

1
39

2
現

代
数

学
対

話
　

岩
波

新
書

青
版

64
3

遠
山

啓
東

京
都

千
代

田
神

区
田

一
ツ

橋
2－

3　
岩

波
書

店
19

67
年

5月
20

日
―

―
1

39
3

数
学

と
そ

の
周

辺
遠

山
啓

東
京

都
中

央
区

入
船

町
三

の
三

　
明

治
図

書
出

版
19

63
年

5月
―

―
1

39
4

ベ
ク

ト
ル

と
行

列
遠

山
啓

東
京

都
新

宿
区

須
賀

町
14

　
日

本
評

論
社
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年
3月

25
日
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73

年
3月

20
日

第
１

版
第

9刷
1
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番
号
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編
著

者
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行
所

初
版

年
月

日
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該
版

年
月

日
刷

数
量

39
5

人
間

と
は

何
か

戸
川

行
男

編
東

京
都

港
区

南
青

山
3－

8－
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思

索
社

19
75

年
11

月
10

日
―

―
1

39
6

生
命

の
尊

厳
　

人
間

の
世

紀
第

一
巻

時
実

利
彦

東
京

都
新

宿
区

南
元

町
一

四
ノ

一
　

潮
出

版
社

19
73

年
1月

25
日

19
73

年
3月

25
日

第
十

刷
1

39
7

歌
集

　
透

明
に

東
京

都
江

東
区

亀
戸

二
－

六
－

四
－

五
〇

二
　

等
々

力
亞

紀
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
神

保
町

二
ノ

二
〇

　
暁

ビ
ル

　
白

玉
書

房
19

78
年

6月
30

日
―

―
1

39
8

新
し

い
数

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

⑮
　

電
子

計
算

機
　

FO
R

TR
A

N
・

A
LG

O
Lと

そ
の

応
用

刀
根

薫
・

恒
川

純
吉

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

68
年

12
月

5日
―

―
1

39
9

大
島

の
冬

飛
谷

俊
雄

香
川

県
綾

歌
郡

府
中

村
二

八
六

四
　

農
村

文
化

社
19

50
年

11
月

1日
―

―
1

40
0

句
集

　
連

日
　

樅
叢

書
第

七
集

愛
知

県
東

海
市

大
田

町
郷

中
五

七
　

富
田

木
莊

名
古

屋
市

中
村

区
中

村
町

八
－

六
一

　
樅

俳
句

会
19

85
年

1月
15

日
―

―
1

40
1

量
子

力
学

的
世

界
像

朝
永

振
一

郎
東

京
都

千
代

田
区

神
田

駿
河

台
四

ノ
四

　
弘

文
堂

―
19

65
年

11
月

15
日

新
装

版
1

40
2

波
ま

く
ら

い
く

た
び

ぞ
　

悲
劇

の
提

督
・

南
雲

忠
一

中
将

豊
田

穣
東

京
都

文
京

区
音

羽
2－

12
－
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講
談

社
19

73
年

1月
30

日
―

―
1

40
3

沖
縄

　
JT

B
旅

ノ
ー

ト
30

鳥
澤

誠
JT

B
日

本
交

通
公

社
出

版
事

業
局

19
92

年
7月

1日
―

―
1

40
4

川
柳

句
集

　
あ

す
か

豊
中

市
新

千
里

西
町

二
－

一
　

A
二

三
－

三
一

〇
号
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尾
飛

鳥
豊

中
市

新
千

里
西

町
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－
一
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－
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一

〇
号

　
番

傘
折

鶴
川

柳
会

19
92

年
5月

17
日

―
―

1
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5
長

尾
町

史
長

尾
町

史
編

集
委

員
会

編
香

川
県

大
川

郡
長

尾
町

役
場

19
65

年
12

月
15

日
―

―
1

40
6

き
み

子
文

集
中

川
き

み
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
司

町
二

－
七

　
東

京
美

術
19

90
年

12
月

20
日

―
―

1
40

7
川

柳
　

続
続

・
国

会
の

換
気

扇
仲

川
幸

男
東

京
都

練
馬

区
貫

井
四

－
一

－
十

一
　

暁
教

育
図

書
19

92
年

1月
1日

―
―

1
40

8
新

語
大

辞
典

編
集

兼
発

行
者

　
中

里
辰

男
東

京
都

文
京

区
音

羽
町
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ノ

十
九

　
大

日
本

雄
弁

会
講

談
社

19
51

年
1月

1日
―

―
1

40
9

大
明

解
漢

和
辞

典
長

澤
規

矩
也

編
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
一

の
一

　
三

省
堂

19
60

年
3月

15
日

19
63

年
4月

10
日

第
10

刷
1

41
0

新
し

い
数

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

⑧
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ろ

い
ろ

な
幾

何
中

沢
貞

治
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
67

年
8月

1日
―

―
1

41
1

歌
集

　
青

磁
岡

山
県

邑
久

郡
裳

掛
村

　
長

島
短

歌
会

岡
山

県
邑

久
郡

裳
掛

村
　

財
団

法
人

長
島

愛
生

園
慰

安
会

19
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年
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月
3日

―
―

1
41

2
合

同
歌

集
　

海
光

岡
山

県
邑

久
郡

邑
久

町
虫

明
六

五
三

九
　

長
島

短
歌

会
―
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年
6月

1日
―

―
1

41
3

新
し

い
数
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へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

②
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理

中
谷

太
郎

東
京

都
文

京
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日
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4丁

目
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19
号

　
共
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出

版
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67
年

11
月

5日
―

―
1

41
4

歌
集

　
風

著
者

発
行

者
　

石
川

県
珠

洲
郡

内
浦

町
松

波
14

－
65

－
1　

中
谷

直
彦

―
19

87
年

11
月

20
日

―
―

1
41

5
歌

集
　

悠
悠

著
者

発
行

者
　

石
川

県
珠

洲
郡

内
浦

町
松

波
14

－
65

－
1　

中
谷

直
彦

―
19
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年

3月
1日

―
―

1
41

6
作
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集
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の
印

著
者

発
行

者
　

石
川

県
珠

洲
郡

内
浦

町
松

波
14

－
65

－
1　

中
谷

直
彦

―
19

88
年

6月
15

日
―

―
1

41
7

句
集

　
潮

潮
会

　
会

長
　

永
野

秀
久

編
―

19
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年
4月

10
日

―
―

1
41

8
新

し
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数
学

へ
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ア
プ

ロ
ー

チ
⑥
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ポ
ロ

ジ
ー

中
村

勝
彦

東
京

都
文

京
区

小
日

向
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目
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19
号

　
共

立
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版
19

66
年

10
月

1日
―

―
1

41
9

句
集

　
ひ

と
つ

ぶ
の

露
中

村
花

芙
蓉

―
―

―
―

函
の

み
42

0
句

集
　

埴
輪

童
子

鹿
児

島
県

鹿
屋

市
星

塚
45

22
　

中
村

安
朗

―
19

71
年

11
月

1日
―

―
1

42
1

昭
和

二
十

四
年

版
　

香
川

県
詩

短
文

芸
作

家
録

編
集

発
行

人
　

中
村

律
朗

高
松

市
五

番
町

　
香

川
県

庁
文

芸
会

19
49

年
12

月
27

日
―

―
1

42
2

福
音

丸
と

私
中

本
仁

一
東

京
都

中
央

区
日

本
橋

本
町

四
－

二
－

一
一

　
エ

ビ
ス

ビ
ル

　
燦

葉
出

版
社

（
さ

ん
よ

う
）

19
91

年
8月

10
日

―
―

1

42
3

下
へ

の
ぼ

る
歌

中
森

幾
之

進
東

京
都

新
宿

区
西

早
稲

田
2丁

目
3の

18
　

日
本

基
督

教
団

出
版

局
19

73
年

12
月

10
日

19
77

年
6月

30
日

4版
1

42
4

句
集

　
父

子
独

楽
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

62
53

　
中

山
秋

夫
―

19
89

年
12

月
―

―
1

42
5

和
英

対
照

明
解

新
辞

典
　

特
製

編
著

監
修

者
　

東
京

教
育

大
・

名
誉

教
授

　
中

山
久

四
郎

東
京

都
千

代
田

区
西

神
田

二
丁

目
二

番
地

　
図

書
出

版
東

京
書

院
19

55
年

4月
１

日
印

刷
19

57
年

1月
10

日
十

二
版

1
42

6
岩

波
国

語
辞

典
西

尾
実

・
岩

淵
悦

太
郎

編
東

京
都

千
代

田
区

神
田

一
ツ

橋
2ノ

3　
岩

波
書

店
19

63
年

4月
10

日
19

63
年

6月
5日

第
2刷

1
42

7
岩

波
国

語
辞

典
　

第
2版

西
尾

実
・

岩
淵

悦
太

郎
・

水
谷

静
夫

編
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
2－

5－
5　

岩
波

書
店

19
63

年
4月

10
日

19
73

年
1月

10
日

第
2版

第
3刷

1
42

8
歌

集
　

風
つ

子
高

松
市

前
田

西
町

一
〇

六
二

－
一

　
西

岡
春

重
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

香
川

支
部

19
82

年
11

月
23

日
―

―
1

42
9

歌
集

　
こ

ん
ぴ

ら
み

ち
西

岡
春

重
―

19
90

年
1月

25
日

―
―

1
43

0
花

鳥
風

月
の

こ
こ

ろ
　

新
潮

選
書

西
田

正
好

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

79
年

7月
5日

―
―

1
43

1
句

集
　

河
口

　
秀

逸
俳

人
叢

書
23

西
村

青
渦

東
京

中
央

区
銀

座
六

－
七

－
十

六
　

岩
月

ビ
ル

　
東

京
四

季
出

版
19

88
年

10
月

15
日

―
―

1
43

2
ア

ラ
ス

カ
物

語
新

田
次

郎
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
十

一
　

新
潮

社
19

74
年

5月
25

日
―

―
1

43
3

小
説

に
書

け
な

か
っ

た
自

伝
新

田
次

郎
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

71
　

新
潮

社
19

76
年

9月
10

日
―

―
1

36
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初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

43
4

聖
職

の
碑

新
田

次
郎

東
京

都
文

京
区

音
羽

二
－

十
二

－
二

十
一

　
講

談
社

19
76

年
3月

24
日

―
―

1
43

5
新

田
義

貞
　

上
巻

新
田

次
郎

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

78
年

4月
25

日
19

78
年

8月
30

日
十

刷
1

43
6

新
田

義
貞

　
下

巻
新

田
次

郎
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
78

年
5月

15
日

19
78

年
8月

30
日

九
刷

1
43

7
自

習
実

用
英

語
（

英
語

検
定

3級
用

）
日

本
英

語
教

育
協

会
編

東
京

都
新

宿
区

横
寺

町
旺

文
社

気
付

　
日

本
英

語
教

育
協

会
19

65
年

1月
10

日
19

66
年

2月
1日

重
版

1
43

8
資

料
・

現
代

の
詩

20
10

［
日

本
現

代
詩

人
会

編
］

―
20

10
年

4月
10

日
―

―
1

43
9

新
約

聖
書

　
19

54
年

改
訳

［
日

本
聖

書
協

会
］

東
京

都
中

央
区

銀
座

4丁
目

2番
地

　
日

本
聖

書
協

会
19

55
年

―
―

1
44

0
現

代
国

語
1　

教
材

本
文

日
本

放
送

協
会

編
―

19
64

年
4月

1日
―

―
1

44
1

大
学

講
座

　
数

学
日

本
放

送
協

会
編

N
H

K
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
19

66
年

10
月

1日
―

―
1

44
2

大
学

講
座

　
数

学
日

本
放

送
協

会
編

N
H

K
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
19

66
年

4月
1日

―
―

1
44

3
大

学
講

座
　

数
学

日
本

放
送

協
会

編
N

H
K

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

19
67

年
10

月
1日

―
―

1
44

4
大

学
講

座
　

数
学

日
本

放
送

協
会

編
N

H
K

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

19
70

年
1月

1日
―

―
1

44
5

大
学

講
座

　
数

学
日

本
放

送
協

会
編

N
H

K
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
19

70
年

10
月

1日
―

―
1

44
6

大
学

講
座

　
哲

学
1

日
本

放
送

協
会

編
N

H
K

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

19
72

年
10

月
1日

―
―

1
44

7
大

学
講

座
　

哲
学

1
日

本
放

送
協

会
編

N
H

K
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
19

73
年

10
月

1日
―

―
1

44
8

通
信

高
校

講
座

　
数

学
Ⅱ

A
日

本
放

送
協

会
編

N
H

K
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
19

64
年

10
月

1日
―

―
1

44
9

19
85

総
合

図
書

目
録

　
日

本
放

送
出

版
協

会
［

日
本

放
送

出
版

協
会

］
―

［
19

85
年

］
―

―
1

45
0

生
き

る
と

は
　

よ
ろ

こ
び

の
泉

シ
リ

ー
ズ

①
日

本
ミ

ッ
シ

ョ
ン

編
集

部
編

大
阪

府
羽

曳
野

市
埴

生
野

24
2－

3
19

70
年

8月
1日

―
―

1
45

1
カ

タ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

理
論

　
そ

の
本

質
と

全
貌

野
口

広
東

京
都

文
京

区
音

羽
二

－
一

二
－

二
一

　
講

談
社

19
73

年
7月

4日
19

73
年

7月
30

日
第

三
刷

1
45

2
祈

る
著

者
　

野
島

泰
治

／
編

者
　

曽
我

野
一

美
（

責
任

）・
斉

木
創

（
専

任
）

京
都

市
伏

見
区

桃
山

町
養

斉
5

～
49

　
野

島
冨

美
19

73
年

9月
10

日
―

―
1

45
3

ら
い

と
梅

干
と

憲
兵

野
島

泰
治

―
19

71
年

3月
3日

―
―

1
45

4
句

集
　

孤
絶

芦
屋

市
西

芦
屋

町
八

－
一

三
　

野
尻

遊
星

大
阪

市
東

区
伏

見
町

二
－

二
二

　
ア

オ
ヤ

マ
ビ

ル
　

天
狼

俳
句

会
19

84
年

11
月

3日
―

―
1【

1】
45

5
歌

集
　

夏
埼

玉
県

川
越

市
熊

野
町

二
－

二
八

　
野

田
孝

之
東

京
都

三
鷹

市
井

ノ
頭

一
－

二
－

一
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
71

年
1月

26
日

―
―

1
45

6
歌

集
　

遥
か

な
る

山
々

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

19
3篇

東
京

都
杉

並
区

松
庵

二
－

一
六

－
一

五
　

野
田

白
楊

東
京

都
文

京
区

小
石

川
一

－
一

三
－

二
　

暁
印

書
館

19
82

年
9月

20
日

―
―

1
45

7
県

庁
と

県
都

山
口

野
原

清
司

山
口

市
中

河
原

町
二

の
一

七
　

防
長

自
由

政
策

研
究

会
19

81
年

11
月

20
日

―
―

1
45

8
延

原
大

川
歌

集
　

春
禽

の
声

延
原

大
川

紀
州

海
南

市
多

田
二

四
八

　
大

父
母

苑
19

64
年

3月
1日

―
―

1
45

9
随

筆
集

　
緩

な
る

べ
し

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

29
7篇

東
京

都
杉

並
区

永
福

四
丁

目
二

三
－

一
　

野
村

清
東

京
都

江
東

区
永

代
二

ノ
十

六
ノ

七
　

伊
麻

書
房

19
88

年
8月

5日
―

―
1

46
0

野
谷

竹
路

句
集

　
日

本
現

代
川

柳
叢

書
第

21
集

野
谷

竹
路

東
京

都
文

京
区

本
郷

1－
15

－
4　

文
京

尚
学

ビ
ル

　
詩

歌
文

学
刊

行
会

19
92

年
3月

10
日

―
―

1
46

1
俳

句
と

短
歌

編
集

発
行

人
　

俳
句

と
短

歌
社

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
六

〇
三

四
ノ

一
　

大
島

青
松

園
　

火
星

俳
句

会
19

69
年

10
月

15
日

―
―

1【
10

2】
46

2
歌

集
　

蓑
虫

香
川

県
庵

治
局

区
内

60
34

の
1　

萩
原

澄
香

川
県

庵
治

局
区

内
60

34
の

1　
青

松
歌

人
会

19
66

年
11

月
15

日
―

―
1（

1）
46

3
光

あ
る

方
へ

　
関

西
ア

ラ
ラ

ギ
叢

書
第

10
集

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
萩

原
澄

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
青

松
歌

人
会

19
74

年
8月

15
日

―
―

1
46

4
雲

な
が

る
る

果
て

に
白

鷗
遺

族
会

編
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
三

の
六

　
河

出
書

房
新

社
19

67
年

4月
5日

―
―

1
46

5
後

宮
　

精
鋭

句
集

シ
リ

ー
ズ

19
橋

詰
沙

尋
東

京
都

渋
谷

区
渋

谷
2－

10
－

10
　

牧
羊

社
19

75
年

7月
20

日
―

―
1（

1）
46

6
句

集
　

紅
糸

橋
本

多
佳

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

駿
河

台
三

ノ
一

　
目

黒
書

店
19

51
年

6月
1日

―
―

1
46

7
随

筆
集

　
菅

原
抄

橋
本

多
佳

子
豊

中
市

浜
二

丁
目

五
七

五
－

一
　

七
曜

俳
句

会
19

69
年

12
月

5日
―

―
1

46
8

命
終

橋
本

多
佳

子
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
ノ

七
　

角
川

書
店

19
65

年
5月

29
日

―
―

1
46

9
句

集
　

小
閑

　
鶴

叢
書

第
一

六
一

篇
著

者
発

行
者

　
高

槻
市

藤
の

里
町

二
六

－
二

三
　

橋
本

文
比

古
―

19
83

年
1月

1日
―

―
1

47
0

句
集

　
一

処
不

動
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

大
島

青
松

園
　

蓮
井

三
佐

男
―

19
84

年
9月

1日
―

―
1（

6）【
60

】
47

1
句

集
　

遠
か

も
め

蓮
井

三
佐

男
―

19
91

年
12

月
1日

―
―

1（
4）【

2】
47

2
日

本
文

学
と

風
土

長
谷

章
久

東
京

都
文

京
区

音
羽

2－
12

－
21

　
講

談
社

19
69

年
4月

16
日

―
―

1
47

3
夕

茜
三

田
市

横
山

町
二

十
二

の
二

十
三

　
畑

井
政

雄
―

19
92

年
8月

―
―

1

37



番
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初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

47
4

藍
の

紋
　

北
国

海
浜

集
　

青
夏

　
コ

ス
モ

ス
文

庫
⑦

初
井

し
づ

枝
・

間
島

定
義

・
島

田
修

二
東

京
都

三
鷹

市
井

ノ
頭

一
ノ

二
ノ

一
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
79

年
11

月
25

日
―

―
1

47
5

光
栄

あ
る

喜
び

花
岡

重
行

東
京

都
八

王
子

市
犬

目
町

86
－

10
　

一
麦

社
19

93
年

12
月

3日
―

―
1

47
6

歌
集

　
や

ど
り

ぎ
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

青
松

園
　

林
み

ち
子

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
青

松
園

　
青

松
歌

人
会

19
68

年
9月

1日
―

―
1

47
7

歌
集

　
夕

映
な

が
く

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
林

み
ち

子
―

19
88

年
3月

1日
―

―
1

47
8

心
よ

羽
ば

た
け

　
関

西
ア

ラ
ラ

ギ
双

書
第

12
集

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
林

み
ち

子
―

19
77

年
10

月
1日

―
―

1
47

9
モ

ン
テ

ー
ニ

ュ
・

エ
セ

ー
　

筑
摩

叢
書

10
選

訳
者

　
原

二
郎

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

2の
8　

筑
摩

書
房

19
63

年
9月

5日
―

―
1

48
0

ト
ル

ス
ト

イ
と

私
原

久
一

郎
／

編
集

人
　

浜
田

琉
司

東
京

都
千

代
田

区
一

ﾂ橋
　

大
阪

市
北

区
堂

島
上

　
北

九
州

市
小

倉
区

紺
屋

町
　

名
古

屋
市

中
村

区
堀

内
町

　
毎

日
新

聞
社

19
72

年
10

月
30

日
―

―
1

48
1

句
集

　
朝

日
子

原
田

一
身

熊
本

県
菊

池
郡

合
志

町
栄

三
七

九
六

19
79

年
7月

1日
―

―
1

48
2

歌
集

　
錐

体
外

路
　

自
画

像
シ

リ
ー

ズ
Ⅲ

京
都

市
左

京
区

吉
田

泉
殿

町
58

　
原

田
禹

雄
京

都
市

上
京

区
下

長
者

町
通

千
本

西
入

　
方

向
社

19
60

年
3月

14
日

―
―

1（
1）

48
3

詩
集

　
無

花
果

の
骨

に
原

田
憲

雄
京

都
市

上
京

区
下

長
者

通
千

本
西

入
福

島
町

37
4　

方
向

社
19

60
年

2月
23

日
―

―
1

48
4

句
集

　
触

る
る

原
田

美
千

代
熊

本
県

菊
池

郡
合

志
町

栄
三

七
九

六
19

79
年

7月
1日

―
―

1
48

5
ハ

ン
セ

ン
療

養
所

歌
人

全
集

ハ
ン

セ
ン

療
養

所
短

歌
会

編
東

京
都

港
区

新
橋

六
丁

目
一

三
－

一
三

　
藤

楓
協

会
19

88
年

3月
30

日
―

―
1

48
6

新
潮

国
語

辞
典

　
現

代
語

・
古

語
監

修
者

　
久

松
潜

一
／

編
修

者
　

山
田

俊
雄

・
築

島
裕

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

65
年

11
月

30
日

―
―

1
48

7
数

学
点

景
一

松
信

／
編

集
　

図
書

編
集

室
東

京
都

中
央

区
築

地
5－

3－
2　

朝
日

新
聞

社
19

82
年

1月
25

日
―

―
1

48
8

数
値

計
算

一
松

信
東

京
都

新
宿

区
払

方
町

27
番

地
　

至
文

堂
19

63
年

10
月

15
日

―
―

1
48

9
句

集
　

竹
煮

草
　

鶴
叢

書
第

二
二

一
篇

平
尾

一
葉

山
形

市
南

原
町

一
丁

目
一

－
三

　
あ

う
ん

社
19

88
年

12
月

10
日

―
―

1
49

0
パ

ス
カ

ル
　

白
水

叢
書

9
訳

者
　

平
岡

昇
・

安
井

源
治

東
京

都
千

代
田

j区
神

田
小

川
町

三
の

二
四

　
白

水
社

19
77

年
1月

10
日

―
―

1
49

1
ら

い
療

養
の

実
際

　
化

学
療

法
を

め
ぐ

っ
て

著
者

発
行

人
　

東
京

都
渋

谷
区

宇
田

川
六

－
十

一
－

四
一

九
　

平
子

真
―

19
73

年
6月

20
日

―
―

1
49

2
歌

集
　

立
秋

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

34
7篇

山
口

県
下

関
市

長
府

惣
社

町
3－

30
　

平
沢

真
里

東
京

都
杉

並
区

高
円

寺
南

4－
43

－
9　

短
歌

新
聞

社
19

90
年

9月
17

日
―

―
1

49
3

尾
瀬

に
死

す
平

野
長

靖
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

71
　

新
潮

社
19

72
年

6月
20

日
―

―
1

49
4

月
下

の
俘

虜
平

畑
靜

塔
東

京
都

台
東

区
浅

草
田

中
町

三
ノ

三
　

酩
酊

社
19

55
年

1月
1日

―
―

1
49

5
武

蔵
野

観
音

　
三

十
三

の
霊

場
　

古
寺

巡
礼

シ
リ

ー
ズ（

5）
編

集
兼

発
行

者
　

千
葉

県
銚

子
市

馬
場

町
29

3　
札

所
研

究
会

　
平

幡
良

雄
―

19
70

年
6月

25
日

19
75

年
4月

8日
改

版
1

49
6

歌
集

　
聖

童
女

な
る

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

24
3篇

東
京

都
練

馬
区

栄
町

一
七

　
平

林
司

東
京

都
江

東
区

永
代

二
丁

目
一

六
番

七
号

　
伊

麻
書

房
19

85
年

9月
20

日
―

―
1

49
7

句
集

　
高

天
廣

田
天

涯
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
三

ノ
一

四
　

第
一

万
水

ビ
ル

　
本

阿
弥

書
店

19
84

年
11

月
24

日
―

―
2

49
8

盆
栽

老
人

と
そ

の
周

辺
深

沢
七

郎
東

京
都

千
代

田
区

紀
尾

井
町

三
　

文
芸

春
秋

19
73

年
5月

25
日

19
73

年
5月

30
日

第
二

刷
1

49
9

山
頂

の
憩

い
深

田
久

弥
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
71

年
7月

20
日

19
71

年
9月

15
日

二
刷

1
50

0
合

同
句

集
　

群
礁

編
集

兼
発

行
者

　
蕗

之
芽

会
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
五

三
九

　
蕗

之
芽

会
19

70
年

11
月

10
日

―
―

1
50

1
生

き
甲

斐
と

い
ふ

事
福

田
恆

存
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
71

年
6月

25
日

19
74

年
7月

20
日

八
刷

1
50

2
荘

子
　

中
公

新
書

36
福

永
光

司
東

京
都

中
央

区
京

橋
2－

1　
中

央
公

論
社

19
64

年
3月

30
日

―
―

1
50

3
こ

の
道

を
行

く
　

わ
が

人
生

観
22

福
原

麟
太

郎
東

京
都

文
京

区
関

口
1 

の
33

　
大

和
書

房
19

71
年

3月
31

日
―

―
1

50
4

読
書

と
或

る
人

生
　

新
潮

選
書

福
原

麟
太

郎
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
67

年
5月

10
日

19
67

年
7月

25
日

四
刷

1
50

5
句

集
　

千
年

　
炎

昼
叢

書
第

四
巻

藤
井

未
萠

―
19

79
年

4月
1日

―
―

1
50

6
俳

句
評

論
集

　
続

・
現

代
俳

句
の

観
照

藤
井

未
萠

―
19

79
年

5月
1日

―
―

1

50
7

藤
井

亘
集

　
自

註
現

代
俳

句
シ

リ
ー

ズ
Ⅴ

期
�

藤
井

亘
東

京
都

新
宿

区
百

人
町

三
－

二
八

－
一

〇
俳

句
文

学
館

内
　

社
団

法
人

　
俳

人
協

会
19

88
年

2月
10

日
―

―
1

50
8

歌
集

　
随

縁
往

来
横

浜
市

南
区

中
里

3－
25

－
3　

西
光

寺
　

藤
田

義
海

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
2丁

目
22

番
1号

　
石

川
書

房
19

92
年

10
月

1日
―

―
1

50
9

句
集

　
杖

藤
田

薫
水

香
川

県
木

田
郡

庵
治

村
六

〇
三

四
ノ

一
　

邱
山

会
19

52
年

9月
10

日
―

―
1

51
0

果
て

し
な

き
流

れ
の

な
か

に
藤

原
て

い
東

京
都

新
宿

区
市

谷
船

河
原

町
11

　
家

の
光

協
会

19
77

年
2月

3日
―

―
1

51
1

若
き

数
学

者
の

ア
メ

リ
カ

藤
原

正
彦

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
71

　
新

潮
社

19
77

年
11

月
20

日
―

―
1

38



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

51
2

川
柳

　
百

句
一

束
藤

原
世

史
春

 
編

集
印

刷
　

大
阪

府
吹

田
市

天
道

町
6番

15
号

　
藤

原
童

心
社

―
19

78
年

4月
3日

―
―

1

51
3

句
集

　
杖

国
鹿

屋
市

星
塚

町
四

五
二

二
　

不
動

信
夫

―
19

82
年

10
月

―
―

1

51
4

聖
霊

の
現

わ
れ

ロ
バ

ー
ト

・
フ

ロ
ス

ト
 

翻
訳

　「
生

け
る

水
の

川
」

翻
訳

委
員

会
大

阪
市

東
区

仁
右

衛
門

町
51

5　
大

阪
ク

リ
ス

チ
ャ

ン
セ

ン
タ

ー
19

72
年

8月
31

日
―

―
1

51
5

は
て

し
な

き
涯

　
強

制
労

働
・

発
病

・
結

婚
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

六
二

五
二

　
許

在
文

・
金

潤
任

―
19

92
年

8月
―

―
1

51
6

新
し

い
数

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

③
　

ベ
ク

ト
ル

穂
刈

四
三

二
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
68

年
10

月
1日

―
―

1
51

7
思

考
と

信
仰

　
日

本
人

の
生

き
方

掘
秀

彦
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
62

年
3月

31
日

―
―

1
51

8
わ

た
し

の
法

華
経

人
生

論
本

多
顕

彰
東

京
都

杉
並

区
和

田
二

－
七

－
一

　
佼

成
出

版
社

19
70

年
7月

15
日

19
70

年
11

月
10

日
六

版
1

51
9

句
集

　
雲

海
本

田
一

杉
大

阪
市

生
野

区
林

寺
町

三
丁

目
一

八
〇

　
星

雲
社

19
49

年
3月

10
日

―
―

1【
1】

52
0

句
文

集
　

大
汝

　
山

茶
花

叢
書

第
五

編
大

阪
市

旭
区

鴨
野

町
六

四
二

　
本

田
一

杉
大

阪
市

旭
区

鴨
野

町
六

四
二

　
鴨

野
発

行
所

19
39

年
4月

15
日

―
―

1
52

1
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
⑤

　
新

し
い

代
数

本
部

均
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
69

年
7月

20
日

―
―

1
52

2
句

集
　

高
原

　
炎

昼
叢

書
6

正
岡

冬
芽

―
19

81
年

3月
10

日
―

―
1

52
3

句
集

　
天

涯
の

座
増

葦
雄

―
19

85
年

11
月

―
―

1
52

4
仏

教
百

話
　

グ
リ

ー
ン

ベ
ル

ト
・

シ
リ

ー
ズ

4
増

谷
文

雄
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
2－

8　
筑

摩
書

房
19

62
年

11
月

30
日

19
63

年
1月

20
日

再
版

1
52

5
句

集
　

紅
炎

　
炎

昼
叢

書
１

著
者

発
行

者
　

松
山

市
御

幸
二

丁
目

二
－

二
〇

　
松

井
百

枝
―

19
79

年
2月

1日
―

―
1（

2）
52

6
歌

集
　

朝
光

の
島

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
大

島
青

松
園

　
松

浦
篤

男
―

19
90

年
2月

12
日

―
―

1
52

7
私

の
夢

・
日

本
の

夢
　

21
世

紀
の

日
本

松
下

幸
之

助
京

都
市

南
区

西
九

条
北

ノ
内

町
11

　
P

H
P

研
究

所
19

77
年

1月
1日

19
77

年
2月

5日
第

四
刷

1
52

8
現

代
俳

句
集

　
現

代
日

本
文

学
全

集
91

著
者

代
表

　
松

根
東

洋
城

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

二
ノ

八
　

筑
摩

書
房

19
58

年
4月

5日
―

―
1

52
9

狂
い

咲
い

た
梯

梧
香

川
県

大
川

郡
引

田
町

南
野

一
六

七
　

松
村

哲
夫

香
川

県
高

松
市

塩
上

町
一

丁
目

四
－

五
　

讃
文

社
19

88
年

10
月

1日
―

―
1

53
0

英
語

会
話

フ
ィ

ー
ル

ド
ノ

ー
ト

松
本

亨
東

京
都

千
代

田
区

内
幸

町
2－

1－
18

　
日

本
放

送
出

版
協

会
19

69
年

4月
15

日
―

―
1

53
1

句
集

　
声

あ
げ

て
愛

媛
県

西
宇

和
郡

保
内

町
須

川
　

丸
山

い
わ

を
―

19
81

年
3月

21
日

―
―

1
53

2
ゴ

ー
ル

が
向

こ
う

か
ら

や
っ

て
来

る
横

浜
市

旭
区

若
葉

台
四

－
二

六
－

七
〇

八
　

三
井

田
逸

郎
―

19
92

年
2月

29
日

―
―

1
53

3
帰

り
こ

ぬ
風

三
浦

綾
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

一
の

六
　

主
婦

の
友

社
19

72
年

8月
1日

―
―

1
53

4
死

の
彼

方
ま

で
も

北
海

道
旭

川
市

豊
岡

二
条

4丁
目

　
三

浦
綾

子
東

京
都

文
京

区
音

羽
2　

光
文

社
19

73
年

12
月

15
日

19
74

年
1月

31
日

7版
1

53
5

続
道

あ
り

き
　

こ
の

土
の

器
を

も
　

わ
が

結
婚

の
記

三
浦

綾
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

一
の

六
　

主
婦

の
友

社
19

70
年

12
月

5日
―

―
1

53
6

太
陽

は
い

つ
も

雲
の

上
に

三
浦

綾
子

・
三

浦
光

世
東

京
都

千
代

田
区

神
田

駿
河

台
一

の
六

　
主

婦
の

友
社

19
74

年
11

月
5日

19
74

年
11

月
25

日
第

二
刷

1
53

7
天

の
梯

子
三

浦
綾

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

駿
河

台
一

－
六

　
主

婦
の

友
社

19
78

年
12

月
8日

―
―

1
53

8
天

北
原

野
　

上
三

浦
綾

子
東

京
　

北
九

州
　

大
阪

　
名

古
屋

　
朝

日
新

聞
社

19
76

年
3月

30
日

―
―

1
53

9
天

北
原

野
　

下
三

浦
綾

子
東

京
　

北
九

州
　

大
阪

　
名

古
屋

　
朝

日
新

聞
社

19
76

年
5月

20
日

―
―

1
54

0
光

あ
る

う
ち

に
　

道
あ

り
き

第
三

部
／

信
仰

入
門

編
三

浦
綾

子
東

京
都

千
代

田
区

神
田

駿
河

台
一

の
六

　
主

婦
の

友
社

19
71

年
12

月
15

日
―

―
1

54
1

細
川

ガ
ラ

シ
ャ

夫
人

三
浦

綾
子

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

一
の

六
　

主
婦

の
友

社
19

75
年

8月
1日

19
75

年
9月

25
日

第
四

刷
1

54
2

三
浦

恒
礼

子
集

 
自

註
現

代
俳

句
シ

リ
ー

ズ
第

四
期

㊼
三

浦
恒

礼
子

東
京

都
新

宿
区

百
人

町
三

－
二

八
－

一
〇

　
俳

句
文

学
館

内
　

社
団

法
人

　
俳

人
協

会
19

82
年

3月
15

日
―

―
1

54
3

合
同

歌
集

　
群

礁
三

浦
短

歌
会

国
分

寺
市

東
元

町
1－

17
－

16
　

水
書

房
19

75
年

12
月

10
日

―
―

1
54

4
地

底
の

泉
　

円
沙

　
賜

谷
集

　
コ

ス
モ

ス
文

庫
⑥

三
木

ア
ヤ

・
川

邊
古

一
・

太
田

黒
忠

雄
東

京
都

三
鷹

市
井

ノ
頭

一
ノ

二
ノ

一
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
79

年
8月

1日
―

―
1

54
5

川
柳

句
文

集
　

大
正

挽
歌

三
木

時
雨

郎
坂

出
市

府
中

町
三

九
七

八
－

七
　

案
山

子
川

柳
社

19
92

年
5月

10
日

―
―

1（
1）

54
6

歌
集

　
出

発
水

落
博

東
京

都
練

馬
区

中
村

北
4－

15
　

新
星

書
房

19
66

年
7月

1日
―

―
1

54
7

き
ょ

う
の

歌
水

落
博

香
川

県
高

松
市

松
島

町
2丁

目
11

～
12

　
ア

ジ
ア

企
画

19
75

年
5月

28
日

―
―

1
54

8
句

集
　

標
高

　
禽

獣
舎

叢
書

・
Ⅵ

津
市

山
中

岩
田

二
三

三
一

　
水

谷
仁

志
子

奈
良

市
七

条
町

五
一

八
　

禽
獣

舎
19

84
年

6月
22

日
―

―
1

39



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

54
9

足
も

と
と

提
灯

　
生

き
方

の
追

求
水

上
勉

東
京

都
新

宿
区

市
谷

船
河

原
町

11
　

家
の

光
協

会
19

76
年

4月
3日

―
―

1
55

0
あ

ひ
る

の
子

　
ア

ン
デ

ル
セ

ン
幻

想
水

上
勉

東
京

都
千

代
田

区
一

ツ
橋

二
の

五
の

十
　

集
英

社
19

76
年

1月
25

日
―

―
1

55
1

こ
こ

ろ
の

詩
香

川
県

高
松

市
丸

の
内

五
－

二
十

　
三

野
芙

美
香

川
県

高
松

市
塩

上
町

一
丁

目
四

－
五

　
讃

文
社

19
86

年
1月

1日
―

―
1（

1）
55

2
句

集
　

芦
火

著
者

発
行

人
　

高
槻

市
富

田
町

三
丁

目
六

番
七

号
　

美
濃

眞
澄

―
19

83
年

1月
5日

―
―

1
55

3
合

同
句

集
　

雲
海

集
編

集
人

　
大

阪
市

西
淀

川
区

姫
島

町
五

一
〇

　
箕

野
鯉

泉
大

阪
市

北
区

堂
山

町
四

四
　

雲
海

発
行

所
19

77
年

8月
31

日
―

―
1

55
4

微
分

積
分

学
Ⅰ

　
岩

波
全

書
27

4
三

村
征

雄
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
2－

5－
5　

岩
波

書
店

19
70

年
9月

9日
―

―
1

55
5

歌
集

　
忘

瓦
亭

の
歌

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

壱
百

参
拾

五
篇

三
鷹

市
井

の
頭

一
丁

目
二

番
17

号
　

宮
柊

二
東

京
都

千
代

田
区

神
田

神
保

町
二

ノ
二

〇
　

暁
ビ

ル
　

白
玉

書
房

19
78

年
8月

23
日

19
79

年
2月

10
日

第
二

刷
1

55
6

山
西

省
　

コ
ス

モ
ス

文
庫

④
宮

柊
二

東
京

都
三

鷹
市

井
の

頭
一

－
二

－
一

七
　

コ
ス

モ
ス

短
歌

会
19

87
年

6月
25

日
―

―
1

55
7

小
紺

珠
　

婦
負

野
　

コ
ス

モ
ス

文
庫

⑤
宮

柊
二

・
瀧

口
英

子
東

京
都

三
鷹

市
井

ノ
頭

一
ノ

二
ノ

一
七

　
コ

ス
モ

ス
短

歌
会

19
87

年
6月

20
日

―
―

1
55

8
砲

火
と

山
鳩

　
宮

柊
二

・
愛

の
手

紙
宮

柊
二

東
京

都
渋

谷
区

千
駄

ヶ
谷

二
－

三
二

－
二

　
河

出
書

房
新

社
19

88
年

7月
30

日
―

―
1

55
9

若
き

日
若

き
歌

　『
群

鶏
』

自
註

宮
柊

二
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
3－

14
　

第
一

万
水

ビ
ル

　
本

阿
弥

書
店

19
88

年
8月

23
日

―
―

1
56

0
宮

柊
二

歌
集

宮
英

子
・

高
野

公
彦

編
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
2－

5－
5　

岩
波

書
店

19
92

年
11

月
16

日
―

―
1

56
1

西
田

・
三

木
・

戸
坂

の
哲

学
　

思
想

史
百

年
の

遺
産

宮
川

透
東

京
都

文
京

区
音

羽
2－

12
－

21
　

講
談

社
19

67
年

11
月

25
日

―
―

1
56

2
光

と
も

風
と

も
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
35

9篇
香

川
県

綾
歌

郡
綾

歌
町

栗
熊

西
14

76
　

宮
西

史
子

―
19

91
年

4月
10

日
―

―
1

56
3

宗
教

哲
学

の
根

本
問

題
宮

本
武

之
助

東
京

都
千

代
田

区
神

田
錦

町
三

の
五

　
東

京
堂

出
版

19
68

年
11

月
15

日
―

―
1

56
4

句
集

　
澪

標
三

好
潤

子
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
二

ノ
十

三
　

角
川

書
店

19
76

年
11

月
20

日
―

―
1

56
5

是
色

　
現

代
俳

句
女

流
シ

リ
ー

ズ
Ⅳ

・
28

三
好

潤
子

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

二
丁

目
十

二
の

十
二

　
牧

羊
社

19
83

年
7月

15
日

―
―

1
56

6
現

代
詩

人
全

集
（

八
）

全
十

冊
　

角
川

文
庫

代
表

著
作

者
　

三
好

達
治

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

二
ノ

十
三

　
角

川
書

店
19

60
年

12
月

10
日

19
69

年
8月

30
日

十
版

1
56

7
三

訂
　

中
等

植
物

教
科

書
三

好
學

東
京

神
田

区
通

神
保

町
九

番
地

　
冨

山
房

19
17

年
9月

20
日

19
25

年
2月

4日
訂

正
六

版
1

56
8

二
月

の
黒

向
山

文
子

東
京

都
豊

島
区

南
池

袋
一

－
一

七
－

三
　

国
文

社
19

70
年

2月
25

日
―

―
1

56
9

歌
集

　
金

翅
鳥

富
山

市
東

田
町

八
番

地
　

麥
谷

真
喜

子
東

京
都

練
馬

区
中

村
北

四
ノ

一
五

　
新

星
書

房
19

59
年

8月
20

日
―

―
1

57
0

哲
学

概
論

務
臺

理
作

東
京

都
千

代
田

区
神

田
一

ツ
橋

二
丁

目
三

番
地

　
岩

波
書

店
19

58
年

9月
29

日
19

67
年

11
月

10
日

第
十

刷
1

57
1

ふ
ぶ

き
の

中
に

無
着

成
恭

編
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
十

一
番

地
　

新
潮

社
19

52
年

3月
15

日
―

―
1

57
2

仏
立

開
導

　
長

松
日

扇
村

上
重

良
東

京
都

文
京

区
音

羽
2－

12
－

21
　

講
談

社
19

76
年

2月
25

日
―

―
1

57
3

句
集

　
端

坐
　

浜
叢

書
第

一
〇

七
篇

群
馬

県
吾

妻
郡

草
津

町
大

字
草

津
乙

六
五

〇
　

村
越

化
石

横
浜

市
神

奈
川

区
白

幡
南

町
九

二
　

浜
発

行
所

19
82

年
6月

20
日

―
―

1
57

4
句

集
　

独
眼

村
越

化
石

港
区

麻
布

笄
町

一
〇

六
　

琅
玕

洞
19

62
年

8月
―

―
1

57
5

哲
学

辞
典

企
画

編
集

　
森

宏
一

東
京

都
千

代
田

区
神

田
神

保
町

1
～

60
　

青
木

書
店

19
71

年
12

月
1日

19
72

年
4月

20
日

第
2版

第
１

刷
1

57
6

フ
ラ

ス
コ

の
底

　
か

り
ん

百
番

13
愛

知
県

西
春

日
井

郡
師

勝
町

大
字

熊
之

庄
八

幡
95

－
1　

森
み

ず
き

（
本

名
・

森
美

佐
子

）
東

京
都

千
代

田
区

三
崎

町
2－

8－
9　

な
が

ら
み

書
房

19
87

年
10

月
25

日
―

―
1

57
7

歌
集

　
微

微
少

少
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
69

編
金

沢
市

小
立

野
三

丁
目

十
二

ノ
二

六
　

森
美

禰
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

十
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
87

年
1月

10
日

―
―

1
57

8
句

集
　

砌
大

阪
府

守
口

市
馬

場
町

一
ノ

七
　

森
川

暁
水

大
阪

市
城

東
区

白
山

町
二

ノ
二

九
　

大
阪

冬
筍

会
　

代
表

　
奥

井
靑

筍
19

70
年

8月
10

日
―

―
1

57
9

寒
の

夕
雲

愛
媛

県
越

智
郡

波
方

町
森

上
　

守
田

信
與

―
19

91
年

11
月

1日
―

―
1

58
0

も
め

ん
随

筆
森

田
た

ま
東

京
都

日
本

橋
区

兜
町

一
丁

目
四

番
地

　
大

地
書

房
19

47
年

1月
20

日
―

―
1

58
1

歌
集

　
い

の
ち

あ
る

も
の

　
守

分
美

寿
太

―
19

88
年

10
月

10
日

―
―

1
58

2
日

本
人

の
歴

史
（

Ⅰ
）　

万
葉

集
の

謎
安

田
徳

太
郎

東
京

都
文

京
区

音
羽

町
3　

光
文

社
19

55
年

11
月

5日
―

―
1

58
3

女
の

歴
史

保
高

み
さ

子
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
50

年
8月

31
日

19
50

年
9月

30
日

二
刷

1
58

4
宗

教
と

人
間

柳
田

謙
十

郎
東

京
都

千
代

田
区

一
番

町
一

七
－

三
　

創
文

社
19

71
年

4月
30

日
―

―
1

58
5

ア
イ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

伝
　

新
潮

選
書

矢
野

健
太

郎
東

京
都

新
宿

区
矢

来
町

七
一

　
新

潮
社

19
68

年
9月

30
日

―
―

1
58

6
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
①

　
集

合
矢

野
健

太
郎

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

66
年

5月
1日

19
66

年
6月

15
日

初
版

第
3刷

1
58

7
数

学
小

辞
典

編
著

　
矢

野
健

太
郎

・
茂

木
勇

・
石

原
繁

東
京

都
文

京
区

小
日

向
4丁

目
6番

19
号

　
共

立
出

版
19

68
年

10
月

5日
―

―
1

40



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

58
8

数
学

む
だ

ば
な

し
矢

野
健

太
郎

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

60
年

11
月

30
日

19
62

年
8月

10
日

七
刷

1
58

9
数

学
メ

ラ
ン

ジ
ュ

矢
野

健
太

郎
東

京
都

文
京

区
高

田
豊

川
町

24
番

地
　

有
紀

書
房

19
63

年
1月

30
日

―
―

1
59

0
数

学
を

き
ず

い
た

人
々

矢
野

健
太

郎
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3の
19

　
講

談
社

19
66

年
9月

16
日

―
―

1
59

1
大

学
入

試
問

題
予

想
法

　
数

学
矢

野
健

太
郎

東
京

都
新

宿
区

須
賀

町
14

　
日

本
評

論
社

19
63

年
8月

30
日

19
68

年
1月

10
日

第
1版

第
5刷

1
59

2
日

蓮
山

岡
荘

八
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3－
19

　
講

談
社

19
66

年
5月

10
日

―
―

1
59

3
歌

集
　

蘭
の

花
愛

媛
県

宇
摩

郡
土

居
町

藤
原

一
－

一
二

　
山

上
松

根
愛

媛
県

宇
摩

郡
土

居
町

藤
原

一
－

一
二

　
童

馬
堂

19
85

年
3月

20
日

19
85

年
6月

10
日

増
刷

1
59

4
歌

集
　

辛
夷

咲
け

ば
鎌

倉
市

佐
助

一
－

三
－

三
　

山
川

澄
子

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
二

丁
目

二
十

二
番

一
号

　
石

川
書

房
19

81
年

10
月

28
日

―
―

1
59

5
句

集
　

構
橋

兵
庫

県
西

宮
市

苦
楽

園
五

番
町

二
三

　
山

口
誓

子
東

京
都

千
代

田
区

外
神

田
二

の
一

八
　

春
秋

社
19

67
年

3月
10

日
―

―
1

59
6

句
文

集
　

伊
勢

　
山

口
誓

子
還

暦
記

念
山

口
誓

子
大

阪
市

東
区

伏
見

町
二

ノ
二

二
　

ア
オ

ヤ
マ

ビ
ル

四
階

　
山

口
誓

子
還

暦
記

念
事

業
会

19
61

年
11

月
5日

―
―

1

59
7

自
作

案
内

山
口

誓
子

奈
良

市
杉

ヶ
町

三
三

（
富

士
屋

会
館

内
）　

増
岡

書
店

19
53

年
3月

1日
―

―
1

59
8

自
選

句
集

　
山

口
誓

子
　

光
陰

―
改

造
社

［
19

47
年

］
―

―
1

59
9

秀
句

の
鑑

賞
山

口
誓

子
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

三
ノ

一
九

　
光

文
社

19
47

年
7月

25
日

―
―

1
60

0
青

女
　

山
口

誓
子

第
八

句
集

著
者

　
山

口
誓

子
／

編
集

兼
校

閲
人

　
片

山
栄

一
名

古
屋

市
中

区
御

幸
本

町
通

二
ノ

二
四

　
中

部
日

本
新

聞
社

19
50

年
5月

1日
―

―
1

60
1

天
狼

俳
句

歳
時

記
　

新
年

・
春

監
修

者
　

山
口

誓
子

／
編

著
者

　
松

井
利

彦
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
三

－
一

四
　

第
一

万
水

ビ
ル

五
F　

本
阿

弥
書

店
19

84
年

4月
10

日
―

―
1

60
2

天
狼

俳
句

歳
時

記
　

夏
監

修
者

　
山

口
誓

子
／

編
著

者
　

松
井

利
彦

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
－

一
四

　
第

一
万

水
ビ

ル
五

F　
本

阿
弥

書
店

19
84

年
7月

7日
―

―
1

60
3

天
狼

俳
句

歳
時

記
　

秋
監

修
者

　
山

口
誓

子
／

編
著

者
　

松
井

利
彦

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

三
－

一
四

　
第

一
万

水
ビ

ル
五

F　
本

阿
弥

書
店

19
84

年
9月

25
日

―
―

1
60

4
天

狼
俳

句
歳

時
記

　
冬

監
修

者
　

山
口

誓
子

／
編

著
者

　
松

井
利

彦
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
三

－
一

四
　

第
一

万
水

ビ
ル

五
F　

本
阿

弥
書

店
―

19
84

年
12

月
20

日
再

版
1

60
5

俳
句

鑑
賞

入
門

山
口

誓
子

大
阪

市
北

区
樋

上
町

四
五

　
創

元
社

19
67

年
3月

20
日

―
―

1
60

6
山

口
誓

子
集

　
現

代
俳

句
文

学
全

集
（

全
十

三
巻

）
山

口
誓

子
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
ノ

七
　

角
川

書
店

19
58

年
5月

30
日

―
―

1
60

7
和

服
山

口
誓

子
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
町

二
の

七
　

角
川

書
店

19
55

年
1月

20
日

―
―

1
60

8
遠

天
　

天
狼

同
人

句
集

シ
リ

ー
ズ

5
山

口
超

心
鬼

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

二
丁

目
十

二
の

十
二

　
牧

羊
社

19
89

年
5月

31
日

―
―

1
60

9
経

営
は

ひ
と

な
り

山
口

恒
則

東
京

都
中

央
区

銀
座

五
－

一
〇

－
一

三
　

電
力

新
報

社
19

94
年

1月
6日

―
―

1
61

0
山

口
県

の
歴

史
編

集
兼

発
行

者
　

山
口

市
巌

島
18

12
－

1　
山

口
県

（
企

画
部

広
報

課
）

―
19

67
年

3月
31

日
―

―
1

61
1

山
口

県
の

旅
　

観
光

カ
イ

ド
山

口
県

通
商

観
光

課
編

山
口

市
滝

町
1－

1　
山

口
県

庁
内

　
山

口
県

観
光

連
盟

19
76

年
3月

1日
―

―
1

61
2

歌
集

　
花

あ
け

び
東

京
都

世
田

谷
区

梅
ケ

丘
一

－
二

七
－

三
　

山
崎

千
鶴

東
京

都
新

宿
区

北
新

宿
二

丁
目

二
十

二
番

一
号

　
石

川
書

房
19

80
年

9月
24

日
―

―
1

61
3

句
集

　
島

の
土

香
川

県
木

田
郡

庵
治

町
六

〇
三

四
－

一
　

山
田

静
考

―
19

69
年

5月
15

日
―

―
1（

6）【
12

】
61

4
句

集
　

喜
寿

著
者

発
行

人
　

徳
島

県
名

西
郡

神
山

町
神

領
字

中
津

六
三

の
五

　
山

田
比

泥
男

―
19

87
年

11
月

12
日

―
―

1
61

5
今

日
を

生
き

る
山

田
無

文
東

京
都

文
京

区
音

羽
2－

12
－

21
　

講
談

社
19

71
年

8月
16

日
―

―
1

61
6

末
世

を
生

き
る

山
田

無
文

・
水

上
勉

東
京

都
文

京
区

音
羽

2－
12

－
21

　
講

談
社

19
74

年
1月

20
日

―
―

1
61

7
わ

た
し

は
誰

か
　

山
田

無
文

し
ん

じ
ん

文
庫

第
4集

山
田

無
文

東
京

都
千

代
田

区
外

神
田

二
の

一
八

の
六

　
春

秋
社

19
66

年
1月

10
日

―
―

1
61

8
合

同
句

集
　

新
樹

山
野

青
山

編
丸

亀
新

樹
俳

句
会

19
91

年
12

月
20

日
―

―
1

61
9

電
気

英
語

山
本

勇
・

渡
辺

茂
京

都
市

中
京

区
新

町
通

錦
小

路
上

ル
　

電
気

書
院

19
52

年
10

月
10

日
19

54
年

5月
20

日
三

版
1

62
0

歌
集

　
道

程
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
29

4篇
出

雲
市

大
津

町
山

廻
一

七
〇

〇
－

二
　

山
本

圭
子

―
19

89
年

4月
20

日
―

―
1

62
1

俳
句

・
短

歌
　

近
代

文
学

鑑
賞

講
座

第
二

十
四

巻
山

本
健

吉
編

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
二

ノ
七

　
角

川
書

店
19

60
年

11
月

5日
―

―
1

62
2

合
同

歌
集

　
虹

虹
の

会
会

長
　

山
本

静
子

／
編

集
人

　
渡

辺
民

恵
大

阪
市

浪
速

区
恵

美
須

西
2－

9－
15

　
ま

る
い

ビ
ル

　
斉

藤
編

集
事

務
所

19
93

年
6月

9日
―

―
1

62
3

山
本

肇
句

集
　

鶴
叢

書
第

44
篇

岡
山

市
虫

明
局

区
内

日
出

六
五

三
九

愛
生

園
内

　
山

本
肇

東
京

都
練

馬
区

高
野

台
四

丁
目

九
番

十
一

号
　

鶴
俳

句
会

19
68

年
9月

10
日

―
―

1（
1）

62
4

父
・

山
本

五
十

六
　

そ
の

愛
と

死
の

記
録

東
京

都
港

区
赤

坂
南

青
山

5－
5－

4　
山

本
義

正
東

京
都

文
京

区
音

羽
2　

光
文

社
19

69
年

8月
15

日
―

―
1

62
5

歌
集

　
歳

月
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
29

3篇
出

雲
市

大
津

町
山

廻
一

七
〇

〇
－

二
　

山
本

燎
―

19
89

年
4月

20
日

―
―

1
62

6
現

代
科

学
と

人
間

湯
川

秀
樹

東
京

都
千

代
田

区
神

田
一

ツ
橋

二
丁

目
三

番
地

　
岩

波
書

店
19

61
年

10
月

25
日

19
63

年
10

月
30

日
第

四
刷

1

41



番
号

表
 題

編
著

者
発

行
所

初
版

年
月

日
当

該
版

年
月

日
刷

数
量

62
7

心
ゆ

た
か

に
湯

川
秀

樹
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
二

－
八

　
筑

摩
書

房
19

69
年

10
月

25
日

―
―

1
62

8
創

造
的

人
間

　
筑

摩
叢

書
57

湯
川

秀
樹

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

2の
8　

筑
摩

書
房

―
19

66
年

6月
20

日
第

2刷
1

62
9

素
粒

子
の

探
究

　
真

理
の

場
に

立
ち

て
 

科
学

論
・

技
術

論
双

書
6

湯
川

秀
樹

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

2ノ
3　

勁
草

書
房

（
大

和
出

版
部

）
19

65
年

5月
30

日
―

―
1

63
0

人
間

に
と

っ
て

科
学

と
は

な
に

か
　

中
公

新
書

13
2

湯
川

秀
樹

・
梅

棹
忠

夫
東

京
都

中
央

区
京

橋
2－

1　
中

央
公

論
社

19
67

年
5月

25
日

―
―

1
63

1
物

理
の

世
界

著
者

代
表

　
湯

川
秀

樹
講

談
社

19
64

年
6月

16
日

―
―

1
63

2
本

の
中

の
世

界
　

岩
波

新
書

青
版

49
3

湯
川

秀
樹

東
京

都
千

代
田

区
神

田
一

ツ
橋

2－
3　

岩
波

書
店

19
63

年
7月

20
日

―
―

1
63

3
歌

集
　

母
子

草
広

島
市

西
区

己
斐

上
五

－
七

六
七

－
一

一
　

横
山

扶
實

子
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
81

年
11

月
10

日
―

―
1

63
4

与
謝

野
晶

子
集

與
謝

野
晶

子
東

京
市

牛
込

区
矢

来
町

三
番

地
　

新
潮

社
19

15
年

3月
17

日
19

17
年

1月
26

日
六

版
1

63
5

歌
集

　
川

渚
八

王
子

市
子

安
町

一
ノ

二
九

ノ
六

　
吉

岡
靜

子
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

二
丁

目
二

十
二

番
一

号
　

石
川

書
房

19
85

年
9月

30
日

―
―

1
63

6
「

論
語

」
の

た
め

に
　

私
の

古
典

吉
川

幸
次

郎
東

京
都

千
代

田
区

神
田

小
川

町
2の

8　
筑

摩
書

房
19

71
年

6月
20

日
―

―
1

63
7

パ
ス

カ
ル

と
ニ

ー
チ

ェ
吉

澤
傳

三
郎

東
京

都
千

代
田

区
神

田
駿

河
台

2ノ
3　

勁
草

書
房

（
大

和
出

版
部

）
19

64
年

1月
10

日
―

―
1

63
8

随
筆

入
門

　
K

aw
ad

e 
P

ap
er

ba
ck

s 
32

吉
田

精
一

東
京

都
千

代
田

区
神

田
小

川
町

3の
8　

河
出

書
房

新
社

19
63

年
2月

25
日

19
63

年
4月

30
日

再
版

1
63

9
歌

集
　

手
摺

の
あ

る
部

屋
　

コ
ス

モ
ス

叢
書

第
85

篇
津

市
半

田
一

〇
一

番
地

の
六

　
吉

田
草

二
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

一
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
80

年
1月

25
日

―
―

1
64

0
論

理
と

哲
学

の
世

界
　

新
潮

選
書

吉
田

夏
彦

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

77
年

4月
15

日
―

―
1

64
1

歌
文

集
　

花
な

り
人

も
香

川
県

木
田

郡
庵

治
町

大
島

青
松

園
　

吉
田

美
枝

子
―

19
89

年
6月

1日
―

―
1（

3）【
5】

64
2

数
学

者
の

眼
吉

田
洋

一
東

京
都

文
京

区
音

羽
町

3の
19

　
講

談
社

19
65

年
6月

16
日

19
65

年
9月

30
日

第
2版

1
64

3
私

の
数

学
勉

強
法

吉
田

洋
一

・
矢

野
健

太
郎

編
東

京
都

千
代

田
区

霞
ケ

関
3の

3　
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

19
65

年
5月

28
日

―
―

1
64

4
戦

艦
武

蔵
吉

村
昭

東
京

都
新

宿
区

矢
来

町
七

一
　

新
潮

社
19

66
年

9月
5日

19
66

年
10

月
8日

六
刷

1
64

5
依

田
照

彦
歌

集
依

田
照

彦
岡

山
県

邑
久

郡
邑

久
町

虫
明

65
39

　
長

島
短

歌
会

19
72

年
11

月
26

日
―

―
1

64
6

人
生

の
道

　
世

界
の

人
生

論
1

著
訳

者
　

米
川

和
夫

・
武

者
小

路
実

篤
・

手
塚

富
雄

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

二
ノ

十
三

　
角

川
書

店
19

67
年

9月
15

日
―

―
1

64
7

歌
集

　
ト

ル
フ

ァ
ン

の
鈴

　
コ

ス
モ

ス
叢

書
第

35
1篇

島
根

県
出

雲
市

今
市

町
本

町
　

米
田

千
賀

子
東

京
都

江
東

区
永

代
二

丁
目

十
六

番
七

号
　

伊
麻

書
房

19
90

年
11

月
25

日
―

―
1

64
8

相
対

性
理

論
入

門
科

学
普

及
新

書
エ

リ
・

ラ
ン

ダ
ウ

、
ユ

・
ル

ー
メ

ル
、

ア
・

ジ
ュ

ー
コ

フ
 

訳
者

　
鳥

居
一

雄
・

広
重

徹
東

京
都

港
区

芝
琴

平
町

1　
（

不
二

屋
ビ

ル
）　

東
京

図
書

19
63

年
11

月
30

日
19

64
年

3月
15

日
第

2刷
1

64
9

南
部

の
ロ

マ
ン

　
日

本
文

化
の

歴
史

第
4巻

責
任

編
集

　
和

歌
森

太
郎

・
町

田
甲

一
東

京
都

大
田

区
上

池
台

4丁
目

40
番

5号
　

学
研

（
学

習
研

究
社

）
19

69
年

7月
1日

―
―

1
65

0
し

あ
わ

せ
は

い
つ

和
気

清
一

編
東

京
都

豊
島

区
高

松
二

丁
目

九
　

和
気

方
　

信
和

社
19

69
年

9月
20

日
19

69
年

11
月

15
日

重
版

1
65

1
句

集
　

黄
鐘

　
駒

草
叢

書
第

33
輯

和
公

梵
字

仙
台

市
米

ケ
袋

二
丁

目
2番

14
号

　
駒

草
発

行
所

19
76

年
7月

25
日

―
―

1
65

2
早

稲
田

中
学

講
義

　
理

学
博

士
谷

津
直

秀
講

述
　

動
物

学
講

義
［

早
稲

田
大

学
］

早
稲

田
大

学
出

版
部

蔵
版

―
―

―
1

65
3

金
大

中
獄

中
書

簡
訳

者
　

和
田

春
樹

・
金

学
鉉

・
高

崎
宗

司
東

京
都

千
代

田
区

一
ツ

橋
二

－
五

－
五

　
岩

波
書

店
19

83
年

12
月

19
日

―
―

1
65

4
く

わ
し

い
数

学
Ⅰ

の
新

研
究

和
田

秀
三

・
鈴

木
義

也
東

京
都

新
宿

区
喜

久
井

町
34

　
洛

陽
社

19
76

年
8月

30
日

19
77

年
4月

30
日

重
版

1
65

5
句

集
　

雪
囲

　
樅

叢
書

第
八

集
名

古
屋

市
千

草
区

下
方

町
三

－
二

　
渡

邉
秋

男
―

19
84

年
9月

30
日

―
―

1
65

6
拈

華
　

渡
辺

乃
梨

子
写

真
俳

句
集

渡
辺

乃
梨

子
東

京
都

豊
島

区
南

池
袋

二
－

四
一

－
一

二
－

五
〇

六
　

紅
書

房
19

91
年

4月
8日

―
―

1
65

7
新

し
い

数
学

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
⑫

　
確

率
渡

部
隆

一
東

京
都

文
京

区
小

日
向

4丁
目

6番
19

号
　

共
立

出
版

19
66

年
11

月
1日

―
―

1
65

8
和

辻
哲

郎
と

と
も

に
和

辻
照

新
潮

社
19

66
年

11
月

25
日

19
67

年
4月

5日
四

刷
1

65
9

短
歌

史
ノ

研
究

―
―

―
―

1
66

0
万

葉
集

　
巻

一
―

―
―

―
―

1
66

1
万

葉
集

　
巻

二
其

ノ
一

―
―

―
―

―
1

66
2

万
葉

集
　

巻
二

其
ノ

二
―

―
―

―
―

1
66

3
ハ

ン
グ

ル
印

刷
図

書
―

―
19

93
年

―
―

1
66

4
ハ

ン
グ

ル
印

刷
図

書
―

東
京

都
千

代
田

区
富

士
見

町
19

61
年

―
―

1

42




